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を与えられた熱帯農業研究センターに深く感謝すると共に，

研究第一部梶原敏宏前部長，

その実施に当り御

にお

る。実施に当り，適切な御援助を し'tこ {プアニューギニ

申しあげ

パプア

ニューギニア国第一次産業省 A.E. Charles局長，パプアニ 1 ーギニア

同 A.Gurnah教授， ラロキ植物防疫および園芸試験場 G.King氏，

V. Kesavan教授夫

アイユラ高地農業試験場

K. Aburu 同 R.M. Bourke ブビア農業研究センターR.Kambuou女史，同 J.Sutherland 

氏， クック農業試験場 M.Gunter氏， ソロモン諸島困国家開発省 E.Mason次官， ドドクリーク

研究所 G.V. H. Jackson博士，同 R.Mac'Farlane博士，同 M.Z. Patel博士， フィジ一国農林

N. P. Patel コロニウィア研究所 P.Sivan所長， 同J.M.Singh氏， I.Lagai氏， ドビ

レ

感謝したい。

K Pratap 

また，

主任， サウスパシフィックコミッション (SPC)G. Stride氏の各位に

した種子いもの検疫， ウィルス病無毒化試験に際して横浜植物防疫

両国際第二課木村茂，沢木雅之両技官の御協力を頂き， 遺伝資源としての導入が可能となったこ

とを感謝する。 さらに，本報告を取りまとめるに当り，熱帯農業研究センター資料課町付利治課

長の懇驚なる御助冒を頂いたことを深く感謝する。

1) 目的と行程

熱帯農業研究センターでは，昭和55年度から 5ヶ で地下作物の信効利用に関するプロ

＊くきむらひさし
＊＊たかやなぎけんじ 野菜試験場

作物第―こ部

育種部
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図 1. 歴訪地と訪問した研究機関及び夕".ヤム，カンンョの栽培地帯

地名 研究機関名t La!oki Plant Quarantine and Honicultural Station, DPI 

Port Moresby Dept. of Agriculture, Univ. of Papua New Guinea 

Botanic Garden, DP! 

f Bubia Agricultural Research Centre 

しDpt.of Agriculture, The Papua New Guinea Univ. of Technology 
Lae 

Aiyura 

Mt. Hagen 

Honiara 

Dala 

Suva 

Dobuilevu 

Highlands Agricultural Experiment Station. DP! 

Kuk Agricultural Research Station, DP! 

Dodo Creek Research Station 

Dala Agricultural Station 

, Koroni,ia Research Station 

l Plant Protection Div, South Pacific◎ mm,ssaon 

Dobuilevu Research Station 
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Dodo Greek Res. Sta. ソロモンにおける地下 Dr. G. V. H. Jackson 

作物につ¥,-C Dr. Z. Patel 

Dala Expt. Farm タロの育種現地選抜圃 Dr.Z. Patel 

カンショの品種比較 Dr. G. V. H. Jackson 

Dodo Creek Res. Sta. タロ，カンショの害虫 Dr. B. Mac'Falane 

につし¥て
c ,, 町、

29 
2 125 ホニアラ→ス LF!Jl」
（木），，ゞ

30 
2 /26 
（金）

31 
2 /27 
（土）

32 
2 /28 
（日）

33 
3 / l 
（月）

34 
3 ,i 2 
（火）

3S 
3 I 3 
（水）

36 
3/4 スバ→ナウル

（木）

37 
3 I 5 ナウル→鹿児

（金） 島→東京

Koromvia Res. Sta. フィジーにおける地下 Mr. P. Sivan 
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Fiji Market 

（休日） 植物園，博物館等

Central Districtし7) フィジーにおけるタロ, Mr. I. Lagai 

farm 栽培の実態
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品種比較
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と育種について

S. P. C=Sonth Pacific Commissor 
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2) 各国の地誌

i) パプアニューギニア

パプアニューギニアは，日本の真南に位置し？南緯〇゜~12゚， 二^ ユ ギニ

（西出分はインドネシア）とニュープリテン島， イルラン

ド島などを からなり， キロ（日 ，人

人の国である。

ニューギニア島の発見は， 1526年にポルトガル人によってなされたか，その後ドイツ，オラン

ダ，イギリス領となり，第 2次大戦後国連の信託統治地域となって，オ---ストラリアが施政権を

もった"その後， 1975年 9月16日に してパプアニュ、ーギニア国となっ に至っている。

メラネシア系が97%以上，ョーロソパ系が 2%以下，中国系その他が 1%強となって

し＼る。ニューギニア高地に住む人種は，オーストラロイドまたはオセアニック・ネグリートと

パプア朕に属ずる。彼等はニューギニアに定住した最古の集団であるが，ポリネシア，メ

ラネシア，オーストラロイドの混血となっている。メラネシア族は後から来たモンゴロイド系で，

パプア族とメラネシア族をメラネシア系 と呼んでいる。 は英語を としている

ごと をもっていて，その数は， 700を超すと言われている。 としてピジン，

ヒリ，モツ等が使われている。

パプアニューギニアの自然

パプアニューギニアは，グリーンランドに次ぐ世界第 2の広さをもつ島，ニューギニア島の東

半分と，ビスマルク諸島及びソロモン諸島の北部より成り，南に Torres海峡をへだててオースト

ラリア大陸に接している。

気候・地形・動植物相はニューギニア特有のものではないが，変化に富む地形，植生からして

東南アジア各国とは趣を異にしている。起伏に富んだ山々，広大な森林地帯，ゆったりと流れる

数えきれない河川，しかし，東南アジアでは普通にみられる水田風景は，この国ではまだほとん

どみられない (Rowlette,1973)。ニューギニア本島の中央高地 (highland)は，多くの谷間（山

あい）からなり，標高1,000~2,000m位までは人が住むのに最適の環境となっている。ニューギ

ニア本島のほかニューブリテン島，ニューアイルランド島，ブーゲンビル島などの大きな島々と，

マヌス， トロブリアンド，ウッドラークなどの小さな島々が数えきれないほどある。

［地殻構造と地形〕

ニューギニア島は比較的安定したオーストラリア大陸の一部が，太平洋にひき分けられたよう

な形となってできている。母岩は地理学的に古く安定したもので， Torres海峡の海底からパプア

南岸に露出しているが，そこから再び中央山脈で覆われた形となっている。

ニューギニア島の成り立ちは，中世代から第 3紀，鮮新世，洪積世の初期の造山活動によると

ころが大きい。従って大部分の山は， 1億年前にできており， 1500万年前までは地殻変動や火山

活動がみられた。古い母岩の上に堆積した降下物は，西パプアのような石灰質のところでは不安

-5-
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年平均降水量は多く，大部分の場所では， 2,000mmか2,500mmとなっている。気温は季節による

差が少なく，低地では平均最高温度が31℃，平均最低気温は約22℃である。高地でも同様の傾向

であるが，標高が300m高くなるにつれて月平均最高気温は0.9℃，月平均最低気温は1.8℃低くな

る。ポートモレスビー（海抜38.4m)の最高気温の記録は36.4℃,

カ（海抜1,5:JOm) では最高33.3℃，最低3.3℃の記録がある。

日長は年中大体一定で，日の出，日の入り時刻で30分の差がある

も海洋性のため湿度が高い。

しく調査さいているが， には

，と
！ ゥア~~＇、. C し:)

記録は14.l℃，ゴロ

ある。湿度は低地では

は温度も湿度も低く，

られてpない。

完全な知見ながら農業上からみると，大部分の七壌は劣悪てある。風化した環礁が母岩の場合は

も悪く，可溶性の石灰岩が極端に露出したようなところでは土がない。高地には石灰岩の急斜
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面の下に

りを起こしやすく，

したよりなところがあるが，

れ

5

5

$

2

 

-

i

i

I

-

-

i

,

1

,

1

し

こういうところ

る。地形的或いは過度の降雨1こよる

RAINFALL <cm) 

Stat. Off. 1 909より］

ある。

スワンプ

にな

4' 

ている。

5lo 

溶脱が促進さ

)・-r  今つ～ に利用できるところもあるが，

ため，土壌の劣化を起こす。表面が露出し

れているところでも，化学的風化作用

使えなし＼（図

いるところでは，

度にも温度が関係し，有機物の生成と分解による無機化とがバランス は熱帯では25℃

前後であり，それ以下だと腐植の集積，それ以上だとそ こる。しかし，大部分のニュー

ギニア レj ため，

や Ramu-Markham

は古いテラス上と

め化学的風化作用は中断される。

ト化程度の中途半端な上壌があり，

されなし i。そのだ

にラテライ

もそれがみられる。
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良し｝ところ，ゆるやかな

ニューブ］ニンきブーゲンビル及

:s 

PNG むもし）で秀アジアとオ、,,、ス 1、ラリアし］）

，
 

ノ
＼

である。

な る送
l

高

1
,
 

キふ
さ

'
:
t

しし、,-:と，

らいてし入るヘ

e乃多t

くなる（図 6)。

（低地の自

その中

スワンプ（大湿原）には

翠

ノ
＼ とくに tallcane grassesが最も

--tヤ‘__ ,'ン』 9mの高さにま

る。ここにはマングロー

くつとなっている。

＼プランテーション等）こよる

れてi,,る。

の少雨地帯は，サバンナ と

c
 

ス3

ら訊る。 30mに

スワンプには木は

だtスワンプにはサ

いる。もう--つのスワンプのタイプとし

り，うっそうとして入りこめなし A

と生えて l'るモンスーン

•
も

f. 

/
 

ー
し

であ

9-,7,｝
 

゜
ヅ

'C
と

J
 

,
9
 

キ
よ

~: 

）
 

i
名．、

る。葉の少ない木で，主としてオーストラリアのユーカリやアカシヤがみられる。

いま乞低地型の樹木である。

（山岳地帯の自然植生）標高が増すと植生の構成や構造が変る。低地のものと

樹種も減り，種も異なる。低山岳降雨林は900~1,000mから2,400~2,750mの間にあり，

針葉樹と広葉樹が混在する。カシの木もこの樹林帯にあるが， 1,500~1, 800m以上になるとプナ

の木に変る。ブナは3,000m位まで生育する。

つヽ9

¥

 

9‘ 

，
 

ノ
＼
｀

3, 000~3, 650mになると・高山帯で低木ばかりとなり Myrtaceae(フトモモ科）とマツになる。

これ以上の標高には木は生えなくて，やぶ草と高山植物の自然草原となる。

（二次的植生）人間の手が人った士地での 2次的植生で，伐採や農耕に利用されたあと放置さ

れたところにみられる。草，灌木，つる性植物及び若木が生え，長期間そのままにしておけばも

との森林に戻ることもある。広い草原はなかなか元に戻らない。特に時々野火が放たれたりする

とはげ山となってしまう。このような草原ーはげ山は，ニューギニア中央高地の至るところに

られる。

この項の記述は， Howlett,D. (1973) Papua New Guinea, Geography and Change, T. Nelson 

(Australia) Ltd. によるところが多かった。

ii) ソロモン

ソロモン諸島はスペイン人メンダナによって1568年発見され， 1893年以来英国領であっだ
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図 6 パプアニューギニアの植生
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あり，
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な烏

4月から11月の

New Santa 

,‘
 ~ヽ

イクロンが

3, 000~3, 500mmであるが翠所によっては8,000mmに

はなく，平均湿度は80%てあり，高温多湿の熱帯雨林におおわれた自

メラネシア人で占めら

ヂ
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o
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ノJ

 

〉
9

も
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~
 

↓
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殆んどの

カナル島東北部に大きな平野があるのみである。主

ボーキサイト，

26℃を下る

ある。

肥沃な土壌に恵まれず，万ダし

はココナツ，オイル~パーム？

されて,,るが採掘には至

い。山地からの豊富な水量は

おおわれている。

ていろが，機械化水田作と

iii) フィジ一

フィジーはオランダの探険家タスマンによって1643年発見され， 1874年英国の植民地となっだ

が，約100年後の1970年英連邦加盟の独立国となった。国民の人種構成は，原住民であるメラネ

ア人45%,英領時代サトウキビの栽培労働者として移住した，インド系住民50%,残りはポリネシ

をもっている。国土は，ほ

な農耕適地にはココナ~ ツのプランテーション

うっそうたる

して作られ

ロジェクト れている。

ア人，ョーロッパ系住民で，総人口61万24人 (1978センサス）である。国土は18,300km'で，ほほ

四国の大きさであるが， 332の島岐からなり，大きな 2つい島 (VitiLevu, Vanua Levu)がある。

いずれも火山島であり，起伏の激しい地形である。かなりの傾斜地までが農耕地として利用され

おり，オセアニアの国の内では上地の利用度は雇い，，土壌は比較的肥沃であり，有機質に富ん

でおり，表土層厚く，農耕作業は容易である。気候は海洋性熱帯気候であり，南東貿易風の影響

下にある。大きな島では東南部，つまり風上側はうっそうたる熱帯雨林におおわれているが風下

側の北西部には森林は少く，草地，沼沢地が多い。貿易風の山地をへだてて風下側にあたる地域

では雨量が少く，乾燥しており，年間降水量は1,600mm程度でサトウキビの栽培に適している。風

上側は雨量多く，スバ周辺では年間3,500mm, 山地になると 7,600mmに達する雨量がある。この地

域はイネ，地下作物のタロ，ショウガなどの栽培に適してし)る。また，東南部ては集中豪雨，ハ

リケーンなどにより作物に大きな被害を出すことがある。豊富な植物相をもっており， 3,000種を

超す種かあるとされており，そのうち％の種はフィジ一固有のものである。主たる農産物はサト

ウキビ，ココナッ，地下作物（タロ，ヤム，カッサバ，ショウガ）イネである。鉱物資源として

は，金を若干産するが，銅，テルリウムの埋蔵があり，石泊の試掘も行われている。また，

海岸のマングロープ沼沢地帯を埋めたてて農耕地に変えるプロジェクトが進められているか．マ

ングロープによる自然の海岸保護作用との兼ね合いで，大規模に行うことは避けている。オセア

ニアの内では経済的な発展の進んでいる国であり，観光地としてもハワイに次ぐ所であるとされ
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'
ど
｝

'「 Nelson

D. and S. Ranck {ed.) 1982. Papua New Guinea Atlas, A Nation in 
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3) 農業事情

同しメラネシ

人種構成，

あっても，パプア..:: ューギニアとソロモンとゾフィージ

l̀ 
オ っているため も大きく異ってし.,る。ソロモン，

フィージーは植民地化も早く，

は，奥地0)開発，近代文明の もっとも

でいる島嶼国家であるが，パプアニューキニア

た国のひとつである。したがって国別に分けて

で）し} る。

i) パプアニューギニア

パプアニューギニアは大きな国である。国土 ふに方キロ，わが国の約l. る。そ

の農業は近代化したものとは云い難い。しかし，考古学的証拠によると B.C.8,400年に既に中央

高地で'huntingand gathering'が行われており， B.C.6,000年には農耕文化が存在していたとさ

れている (Bulmerand Bulmer, 1964)。これは，メソポタミア，中南米での農耕の発祥とほぼ同時

代であり，ダニューブ!II流域で一粒系コムギの栽培が始ったのは B.C.4,500年頃であるから，誠に

なことである。

75%は熱帯雨林におおわれており，農業としての耕作面積はその0.15%であるが，上壌

豆）肥沃度を保持するために休閑地農法をとっているので20倍の面積を必要とするとされている

(Harris.1980)。しかし，原始的とは云え，熱帯での作物生産では， 1人の主婦が l日働けは12人分

の食糧を生産できると云われる程恵まれたものである(PAR,1919-20)。プランテーション農業を

除けば，殆んどが小規模な自給農園(farmgarden)である。近年，開発が進むに従って，商品作物

の生産が高まりつつあるが，その多くは輸出用のカカオ，コーヒー，紅茶などである。イモ

サゴヤシ，バナナなどの主要食用作物は殆んどがこの自給自足農業())枠内で生産されており，ご

く僅かが青空市場へ運び込まれるこ過ぎなし八〇

1975年の独立に伴って，近代化の波が押しよせて来るにつれ，自国で生産できない食糧の需要
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表7 オセアニ ける主な地下作物

訊
[ 名

(fl] 名）
備 考

4 !ocacia 11wcro rrhiこaL. (= 

i11diげ1.. ,., A. odorrt) 

Araceac 

（ザトイモ戸）

A加）;:』op!w!lus
HLD!E 

JI~ 

Camw edulis KER.(;A¥¥'L 
Cannacビae

（カン

い）lo噂 sia1、）立l/ん）1/a SCHOTT 

Cvrln、かTmc/um1 i、S,ヽinis1¥!ERR II 

Dioccorc11 ala/a L 
Diosorccバ€｛花

（ヤマノイモ科）

Giant taro 

(クワズイモ）

Wild talo, 

Elephant foot. 

Elephant yam 
（イ.... ,/卜..1ンニャク）

Edible Canna 

カンナ｝

し・urcunur longa L. (二•• C. Zinzibrrac直 e
m• 
1 urmenc 

domeslica (ヽ ／ョウヴ科） （ウ］ン）

Taro, Dalo、

Araceae Dasheen、

（サトイモ科）

坦卜茎＄菜訳を食す

るc 栽培されるか日

什~ もあるウ

Dioscurea b11lhij1'm L 
9

ー，｝
 

旭下茎を食する。且

培されるか胄牛もあ

る。

坦下茎を食するや栽

培さ ;/Lる。

黄色色〇根茎の薬味

け（こ用いるヘ

（サ l、イモ）

Giant swamp taro, 

Swamp taro 

Greater yam, 

White yam 

（グイジョ）

Potato)'am 

（カシュウイモ，ニガカ

シュウ， 

マル，＇ゞ ドコロ）

Lesser yam, 

カレー，マスタード

｛こ不可欠も栽培さい

るが自生もある。

地下茅，鈷，葉柄を

る。重要な主食

作物として栽培され

る。

地下茎を食する。栽

士音さ ;/lるかiード．［もあ

る戸

塊根を食する。

竹物として栽熔され

る。

むかこを食ず

る、，栽培されるが 1・汀

／、卜もある。
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Fancy 

Kidney 

Yellow 

,・am ,, 

i (、t:)

,,, 
L,/1)5/、UJ'C(/

D''  iUSi'e!/'I'!/ ililfi!m//W/7// 

Dioscorea 
ゲ

H1ふ,;wriaspp, 

IlE¥'iST 

Orchidcu『(/

'. → :. 玉fl

1か）ill況 a加fat心
（りnuolvulac豆

(t:: ルガす科〕
14 

~`’ 
▲ヽ

4

ょr
 

nE:-:Tll 
（シ］ウガ、い~）

Manihot e、scul,mtaCR,¥:¥TZ.('こ：

M. duln・s) 

acu!a PRESL. (= N. 

bisじrrala)

Psoplzocmpus letr. 瞑 onolobusL 

D. C. 

Pteris ino!uccana ACAHDH 

r,9~ 
ー

（トウダイグサ科）

Polydiacca 

(、 .'7フボン科）

（マメ科）

砂 lydiaceae

（ウラホシ科）

Pucraria lobafa n,・11.1.D.l OH¥¥'l 

Seehium じdule

Chayota edulis) 

SWARTZ 

S'olanum tu加rosum1心

（一 Czicztrbilacea 

（ウリ科）

Solmweceae 

（ナス科）

ゾウ＼

Cassava. 

l¥.fandioca. 

Manir〉C,

、/)

ビ類）

Kudzu 
（ウデ）'/ /, 

bean 

Goabean 

（シカク

（ヤマワラビ）

メ）

(; ヽ ヤトウリ）

Potato, 

White potato, 

potato 

Irish potato 

(.1 ぐし~、·(

ジャガイモ

れる

若い葉を食す

自生するも［）か

る、J

る。栽培

されるか自生~も主る。

じし i芽

る。栽塩され

る。

塊茎を食するぐ栽訊

される。
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1 aceりceae

（タシロイモ科｝

)(anthosoma 
SCHOTT 

Aracでae

（サトイモ科）

zerumbet 

ROSC 

SM 

limn 

” 

ショウイモ

Arrow r釘）t, 

Indian Arrowroot. 

Arrowroot 

（タシロイモ）

Indian kalt~. 
Chinese talo 

（ショウガ）

Wild 

(/¥ナショウガ`＼

恨茎を食丁る。栽培

され

地下茎，葉，葉柄を

食する。栽培される。

地下茎，若い芽を薬

味として食する。栽

培される。

地下茎

る。
。

て

る
,

9

し

I
)

、了

Dioscorea Zingiber ｛よ， ここに褐げた種以外の多数の種が利用されている。 Dioscorea属

は，食用に供せられる は数百にのぼり，経済的な重要性をもつ種は50~60とされており (IBPGR,

1980), 田中は異名同種のもの い地球上で82種の Dioscorea属植物か食用とされていると

している(Tanaka,1976)。

1976)。これら (j_)地下作物のうち，

また， Zinziber 

タロ， ヤム，

では 8種が食用として記載されている(Tanaka,

カンショが重要であるので節をあらためて詳述す

｀
 

ヵゞ

i

る ここでは他の比較的重要な地下作物について

カッサバ(Manihotesculenta) 

るむ

カッサバは野生状態では発見されておらず， この属の変異の地理的中心地はメキシコ南部とブ

ラジル北東部である(Pulseglove,1974)。ペルーには4,000年前から栽培されており，アフリカ，ア

ジアの熱帯， 亜熱帯 ったのは新大陸発見以後のことであるが， 18世紀にはほぼ全世界の熱

帯亜熱帯に普及，栽培をみるに至った。パ ニューギニアにもち まれたのもその18世紀頃と

されている。本質的には熱帯低地によく適しているが，赤道直下では， 2,100mの高地で栽培され

ることもある。パプアニューギニア， ソロモンでは， その経済的地位はあまり高くなく，パプア

ニューギニアで全地下作物の約 3%(Bourke, 1980), 

ぎない。自給農園の境界作物として良く植え付けられている程度である。

ソロモンで約 1%(Eele, 1978)を占めるに過

しかし， ポートモレス

ビー周辺の乾燥地帯では自給自足農業の主要作物となっているし，

もっとも生産額の多い作物となっている(Chandra,1978) (表 8参照）。

フィージーでは，地下作物中

これは，タロ，ヤムなどの

伝統的な地下作物が，近年病害虫の蔓延により著るしく衰退した為に， その代替作物として入っ

てきている所為もある。パプアニューギニアに多く作られない理由として，

民の嗜好性が低いこと，栄養的バランスが悪く，

自足農業には不利であるためと考えられる。

1978), パプアニューギニアでは Cercospora

つまり蛋白質，

この作物に対する住

ビタミン含量が低いことが自給

カッサバには致命的な病虫害は少いが(Lynam,

henningsiiおよび C. vicosaeによる斑点病(leaf

spot), Corticum salmonicolorによる桃色病(pinkdisease)がある。 Colletotrichumspp. による

Anthracnoseも高地，低地を通じて発生する。
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表 8 フィ におけ 地下作物

1978) 

.. 戸甲. ← 

- ............... ....'------- ----・--~ -......... -------・. ―.. -・・-・ 

(ha) 

ソ } ¥ 6,934 23ぶ 4 162,370 

” 7 
~ ビ 2,874 12.0 34,640 

ヤ ム 504 14.2 7,180 

その他の地下作物＊ 512 12.0 6,140 

10,824 210,330 

＊
 

カンショてある。

カッサ） よって異るか， ＇、、プアニューキ‘ニア 多収穫例

は63.7t/haで，平均すると20~45t/haである (Bourke,1980)。栽培の盛んなフィージーでは国内

総平均収量はlOt/haてある(Chandra,1978)。

生育期間はパプアニューギニアでは 9~12ヶ月であるが，フィージーでは 8~10ヶ月である。

乾燥に強い作物であるが，雑草との競合に弱く，除草に芳力を必要とする。

ii) シカクマメ(Psophocarpustetragonolobus) 

シカクマメは，地下部を食用に供することのできる塊根を形成する一年生豆科作物のぴとつで

鳳

図14 カッサバ(Manihotesculenta CRANTZ)葉は異ったタイプを示す。
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熟屎

塊相

信

図15 シカクマメ(Psophocarpustetragono/obus L. 

そ'~ i~ 
ヵヽし

。
ス，

9ぁ 蛋 される
)，ヽ

’’ /' 'し、と

目されているものである(Claydon,1976)。その起源は フリカのモーリシャス，マダカスカ

ル屑！辺とされているが負

1976)。

してパプアニューキニアのセピク河流域にももち込まれたものと

数百にのほる品種がパプアニューギニアのセピク地方，中央高地

ギニア

ビラノァ
｝

｝

 

;＇
l
 

も122品種

の変異の中心地はパプアニューギニアとされている

アジアこもたらされたものであり，時期を同じく

されてしiる(Powe!!,1974)。

るとされ，パプアニュー

している(Khanand Erskine, 1977)。シカクマメは，

塊根し〗ずれも食用に供することができる。塊根の収穫を目的とする

ぃ，塊根の肥大を促進させたりすることが行われる。まだ，品種によって，塊根肥大型と子実多

とがあり，前者は中央高地に適しており，後者は低地に多く，実際に高地の住民は塊根を好

んで食する。生育期間は 6ヶ月程度てあるが，野菜として利用する場合は 3ヶ月，塊根の場合は

5~7ヶ月で収穫できる。子実の収量は800~1, OOOkg/haてあり，塊根収量は0.5~ 1 t/haである

はしない。パプアニューギニアのほぱ全土で栽培可能であるが，高地では標高1,800mあ

だりが通常の栽培限界てあるが， 2,300mの山間地帯での栽培の記録がある。病虫害はネコブ線虫

(Meloidgyne javanica)とfalserust (Synchytrium psojihocarpi). ウドンコ病(powderymildew)が

ある。除草，支柱を立てるなどの労力が比較的多くかかる作物である。伝統的な作物であるが，

は減少しつつあり，それにつれて品種の多様性も失われつつある(Bourke,1980)。高蛋白作

あるか，家畜への給釦は実際には殆んどなく，人間に対する栄養学的見地から検討が要望さ

れている作物である。

iii) バレイショ (Solanumtuberosum) 

バレイショはオセアニアでは伝統的な地下作物ではなく，ヨーロッパ系住民が食用にしている

に過ぎない。しかし，住民の食生活の近代化により栽培は徐々に増えつつある。パプアニコーギ

ニアの高地は栽培に適しており，高地の農業試験場では平均20~35t/ha,多収穫試験では56.3t/ha 

にも逹する(Bourke、1980)。1.500~2. 500mの標高の地帯で良く栽培されるが(Siki,1979), ほほ‘
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あること

とすることができ

に

を欠く為に国内生産

しようとしている。

ノ
＼ り，必要

こまった＜頼って t,る。

してし'るしハプアニューギニアで

としての地位も他の作

物にとって笈られごし 16。

,{ンドコンニャクはわ

/ースを貯える

る毒抜き，あくぬきをしなげれはならない。フ，ィージーには多くみられるが，救荒作物としての

ものに過ぎ

なか

vi) ハヤトウリ

ハヤトウリはメキシコ

利用されてしヽだ。

ギニアでは広く

1~ 
し、~＂~｀

されており汐 レl デ
'- V 、

ンニャク (A.conjak)とは種が異るが，球茎にはマン

し，針状結晶を含むため 1こ，いわゆ

ージー， ソロモンなどでは，自給自足農

ど重要性は失われている{Barrau,1958)。

るもので，中南米では古くから野菜として

くになる塊根

あるが，

し，食用にされる。パプアニュー

される鼠は僅かである。
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写真 5. フィ

Colonivia Research 

Station のインドコン

ニャク（手前）とヤム

の品種保存。

写真 6. ソロモンの

ガダルカナル島に救荒

用として植えられたイ

ンドコンニャク c

写真 7. アロウルート

(Tacca leontopeta !aids 

KU NZ E). フィジーの

Coronivia Research 

Stationにて。
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Pub!. Co .. 

研究機関

l) パプアニューギニア

パプアニューギニアにおける農業関係の試験研究機関は Department of 

l次産業省）と大学にあり，試験研究及び教育が行われている。

DPIの試験研究機関

① Highland Agricultural Experiment Station, Aiyura (Kainantu) : 450ha, 研究員 7

Industry 

4名，技術員 5名，圃場員11名，事務員 2名，普及員 3名，タイピスト 2名，運転手・雑役15

計49名。

1937年創設，場長 K.Aburu (故人）

研究分野：アラビアコーヒー，果樹，食用作物（カンショ，ダイズ，ソルガム，小麦，タロ，

，作付体系，草地・家畜，漁法（淡水魚），普及・教育，増殖・配布（ジャガイモ），

観測等多岐にわたる。

写真 8. アイュラ(HAES)の試験場にて，左から高柳， Mr.Aburu, Mr. Bourke, 久木村

② Bubia Agricultural Research Centre (Lae) : 200ha, 研究員 6名，普及員 5名，事務員 2名，

木工 1名，圃場員33名，計47名

1952年 DPIの試験場となる。場長 R.N. Kambuou, 

研究分野：マーカム谷など低地の農業に関する研究，新しい翌科作物の導入，タロ，ヤム，カ

ンショの害虫，雑種のココナツ計画，マメ，サトウキビ，ヤシの害虫，イネの育種，普及・教

育等。

③ Laloki Plant Quarantine and Horticulture Station (Port Moresby) : 320ha, 研究員 2名，技

術員10名，圃場員40名，計52名。

場長： P. Bull, 
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写真 9 プピアの試験場にて，左から久木村， Sutherland,Kairi, Kambuou. 

：バナナ品種保存，カンショ，タロ，ャムの品種保存，栽培法，

草地管理のほかに，植物防疫上の問題を扱う。野菜種子の輸入，

品種選定

し、
J

サービスをも『『う。

④ Lowlands Agricultural Experiment Station, Keravat (Rabaul) : 精しいデータ入手できず。

タロの育種，品種保存，ココアの栽培試験等を実施している。

⑤ Kuk Agriculture! Research Station (Mt. Hagen) : 詳細不明，もとは茶業試験場であった。

でも世界中から集めたチャの品種が見事に保存栽培されている。数年前から農業全般を見る試

となった。

M. Gunter 

研究分野：チャ，高地における野菜・果樹の品種選定，栽培法，カンショ，タロの品種収集，

保存。

⑥ Tambul High Altitude Expt. Sta. (Tambul) 

詳細は不明，標高2,200mの高地にある。

場長： A. Mennge-Nang 

研究分野：除虫菊の研究，ジャガイモ栽培普及・教育

⑦ Popondetta Entomology Laboratory (Popondetta) 

室長： R. Prior 

研究分野：油ヤシなどの害虫

以上のほか， NewBritain島の Kimbe,Popondetta Bialaには油ヤシの， SogeriとCape

Rodneyにはゴムの試験場がある。

これらの試験研究機関の全てを見ることはできなかったが， Aiyura,Bubia, Laloki, Kuk等を

見た感じからすると，病害虫分野のレベルはかなり高いが，育種はまだほとんどやられていない
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写真 10. ドドクリーク研究所（ソロモン）の研究棟

Senior Field Assist. & Field Assist. 

研究分野は下記の10部門に分かれている。

化学 地下作物

林木

ーuo 

物

雑草防除

農業機械

畑・水田作物

園芸

畜産

これらの各専門分野に関する研究者が， 7つの研究機閑に分かれて研究を行っている。

地下作物についての研究は，タロ，ヤムの品種比較，栽培法，品種収集保存のほか，育種も始

めていた。タロでは機械化による大規模栽培の効率化，ャムでは支柱の高さと病害発生の関係，

カンショでは品種比較等が行われていた。 KoroniviaRes. Sta. の所長 P.Sivanは地下作物の栽

培が専門で，機械化栽培の生産性について研究していた。 Dobuilevuの主任 R.Pratap氏はヤム

の収集をしていた。

フィージーには， SouthPacific Commission (SPC)の事務所があり， I.D. FirmanとG.Stride 

（植物防疫専門家）がいた（，また， SouthPacific大学の本部はフィジーにあるが，農学部は西サ

モアにある。

SPCの役割は南太平洋地域における植物防疫体制の整備をはかることを急務としており，それ

ぞれの国の事情によって対策をたてている。

-42一



写真 11. フィジーKoronivia試験場の車で現地視察の途中

引用文献

l冬 of Agriculture 198L Annual Research Report 1980. Department of 

Agriculture、Fiji.

2. Ministry of Agriculture and Fisheries 1981. Annual Report of the Year 1979. 

Parliamentary Paper No. 14 of 1981, Parliament of Fiji. 

3. Papua New Guinea Hand Book and Travei Guide, 10th ed. 1980. Pacific 

Publications, and New York, 
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モン等Ci)島：こし'

はどのようにしてオピアニ だC)だろジノか。 てオセ

ーニアに到達し として，次の 2つがあっ

吃

lnan 
Kalimantan→ Sulawesi→ Helmahera→ Sula Burn→ Seram→ Kaimu→ 

② Java→ Bali→ Lombok→ Sumbawa→ Flores→ Timor< 

→ New Guinea 

Tanimbar 

北西 Australia

この時期の人類は あり，食用植物をもってきたかどうか しし＼とされてし)

る。少くとも証拠はない。

オーストロネシア語族は南中国(LungshanoidとYuanshan省）から10,000B.C.に移動を開始

し， 9,000B.C.には台湾へ， 7,000~5 ,500B. C .Iこはフィリヒンに到達していた。彼等は ceramic

potを焼く技術をもち，タロ，ヤムを栽培化していたと思われる。彼等は更に次の 2つの経路で南

下し，①ボルネオ，セレベス経由で4,500B.C.頃ニューギニアに達したものと，②西からインド

ネシア(4,000B.C.)を経てニューギニアに達したものである。彼等の言語はオーストロネシア

で，今なお南ベトナム，カンボジア，半島マレーシアの言語と共通のものがあり，中国から南下

の途中，さらにインドネシアとの接触もあった。オーストロネシア人はさらに東へ進みニューカ

レドニアのロイヤリティーアイランドに2,500B.C., バヌアツには2,000B. C., フィジーには1,300

B.C., さらにトンガ，サモアには1,100B.C. に到達していた(Shulterand Marek, 1975)。Marquesus

には300A.D. に渡たり，その後タヒチ，ハワイ，ラパチに移ったとみられるへ Colocasiaは恐らく

この民族の移動に伴って伝播されたものと思われる。 Colucasia(ノ）起源はインドーマレー(de

Candolle, 1883), イン「 1935, Vavilov, 1949-50), インドネシア(Englerand Krause, 1920) 

であろうとされていること，変異の傾斜が西から東へ向って小さくなることなどからも裏づけら

れる(Yenand Wheeler, 1968, Cable, 1981)。

Alocasiaはスリランカ又はインド起源のものと思われているが， Colocasiaとほほ同じよ弓に

東へ伝わりミクロネシア，ポリネシア，メラネシアに入った。

Cyrtospermaは恐らくインドネシア原産でマレー諸島を通ってオセアニアに渡った。

Cyrtospermaはミクロネ：，アでは重要な作物とされているが，メラネシア，ポリネシアではマイ

ナーな作物である。

Xanthosomaはオセアニアでは比較的新しい。これは熱帯アフリカ原産で，アメリカ大陸

やカリプ海の島々て栽培化されだ。 19世紀から20世紀初頭にオセアニアに伝播されたと言われて

(lる。

iii) パプアニューギニアのタロ

パプアニューギニアのタロは， Colocasia es直 lentaとXanthosoma spp. が大部分で，

-4&--



Alocasiaはほとん されてし＇ない。以下に簡単にこれらし C)概略を迂べる。なお

ぱ主として Bourke(1980)によった。

Taro: esculenta var. esculenta, 2n = 28) 

パプアニューギニアでは古い作物で，年中雨の多い低地での栽培 3
 

N] 

局地の一部ても中央山系の に栽培されている。上限は2,740mと言わ且てしヽるグ，

2, 100m 

よってタロは

ところにはあまり見られない。 1,400~2, OOOmのところでは，カ

してしまった。

ョ0)

-) 
!~ 

夕口は肥沃地を好む作物であり，農民もそれを良く知っている。 Keravat

Agricultural Experiment Station)の試験(Molesら， 1981)によると， N/haま

で収量が二次関数的に高まったが，最適施用効果は225kgN/haであった。表IOにそのう

ちの 1例を示した。

表10 タロイモの収量に及ぼす窒素施用効果

窒素施用量 費 用!)収 量収 益2)
マージン
レート

100kg N/ha 65K/ha 2, 002kg/ha 1, 136K/ha 4.5 

200 130 2,356 1,284 0.7 

225 146 2,394 1,288 0.2 

234 152 2,404 1,291 0.0 

300 195 2.437 1,267 -1.0 

(Moles eta!, 1981) 

注1) 窒素肥料施用鼠の費用， ha当たり炭素使用として130キナ(K=

us $1.90) 
2) 売却可能ないも屈当たり 0.60キナ(US$=0.88) 

タロに灌がいが行われたとの記録があるが，例数は少なく，現在ではほとんどやられていない。

溝を掘って植えるとか，スワンプに栽培するという例は高地でみられる。停滞水中て栽培してい

る例もある。

品種は極めて多い。恐らく数千に及ぶであろうと言われている。すべて C. esculenta var. 

esculentaでdasheenタイプであり，親いも (corms)を主とする。子いも (cormels)は少なく，

には食べない（写真13)。LAESでは約200品種を収集しているが，大部分はウィルス病にり病し

て消失した。

品種の区別はまず形態的に行われる。大きさ＝草丈の大小，いもの大小， suckerの有無，葉の

形，葉色，葉柄の色・模様（縦条のあるものもある）。いもの肉色（白，黄，紫）， rhizomeの有

無，長短， cormの分けつ，澱粉粒の大きさ（食味），工グ味，熟期の早晩，耐病虫性等が品種判

別の禁準になる。また，最近花序の形態が分類上有効だと言われている(Tanimotoet al. 1983). 

表に IBPGRのdiscriptor(1980)を基にして我々が使用した調査項目と調査基準を示した（表
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写真 13. タロの食用部分（親いも）

Cotocaria csculenta Yar. esculentaは親()もタイプ。写真は上から，

親いも（食用部分）を切り離ずところ， l'ものl→部花葉柄につけ、植えつけ

材料とする(/、フ Vニュ...ギニア，プビアにて）
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2'→ 21 Leaf Sheath Pattern open, closed 

8) Pest In四den立 9) [H,ease Incidence 

Picscnt Status static, increasing. non-cultivated forms 

3) 

3 -1 

3 -2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

3-7 

3-8 

3-9 

Flower Formation 

Number of Inflorescencc/leaf axis 

l¥fale Ponion of Ioflorescence 

Sterile 

Peduncle 

じpper

Lower Spathe Color 

Flag Leaf Color 

enclosed, exposed 

Shape at Male A叫 1esis hooded. keeled, flat 

／ 

3 -10 shape at Female八l¥nthesi:c; hooded, ! 只 flat

4) Fr111ts 

4 -1 Fruit formation absent. present 

4 -2 Fruit Color 

5) Corms 

5 -l Corm manifestation non-manifested, manifested 

5 -2 Corm Shape unbranched conical. unbranched round, unbranched cyrindrical 

unbranched elliptical, unbranched dumble. unbranched with 

others branched 

5 -3 Corm size at maturity small ( <Oぷkg),medium、large ( ぐ乙0kg) 

5 -4 Corm Cortex Color brown, black 

5 -5 Corm Flesh Color white, yellow. pink, red, red-purple, purple of Central Part 

5 -6 Corm Flesh Fiber Color .. 

5 -7 Corm exterior (skin) smooth, fibrous, scale present 

5 -8 Degree of Fibrousness of Corm no fiber, ,;lightly fibrous、veryfibrous 

6) Connel, 

6 -1 Number of Cormels < 5, 5 -10, 〉10

6 -2 Size of Cormels <50g, 50-lOOg. 10か250g,250-500g,〉500g

6 -3 Shape ... 

6 -4 Flesh Color 

7) Qua!it.1 

7 -1 Palatability poor t.ast.- - - - - -,delicious 

7 -2 Petiole Edible No. Yes but eaten uncooked, Yes but eaten cooked 

7 -3 Leaves Edible No. Yes but eaten uncooked, Yes but eaten cooked 

7 -4 Palatability of Raw Corms irritating, 

これらは日本のサトイモよりも変異に富むが，数千の品種があるとは思えない。しかし，普通

タロを とする農家は，自家菜園に40,~70品種 なるものと考えられる）を栽植

している。最高は，ニューブリテン島の Longneingaで200品種あったとの記録がある (Panoff.

1972)。タロを何か別のものと共に主食にする（補助的に利用する）ところでも， 20-~30のタロ品

種を栽培している。
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写真 14. タロ(Co/ocasia
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写真 15. タロ(Cofocasiaesculenta)の地下部の変異

写真上：パプアニューギニアの市場にて

下左，右：フィジーの農村にて

次 頁：パプアニューギニア て

左 Colocasiataro [taro tru〕

右 Xanthoso加 ataro [taro kong kong] 
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表立ハプアニュ・-とキニアにおけるタロの害虫
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wood!m炒 maIV1ontrぐIC叫．
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戸hmoh心化）rvus Marshalし(Col.
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゜
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軟腐病(Softrot, rot) 

いも又

れたり，クロロシス こす。
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ある。 2 えるものとされている。

さな cormと根を
。

兄
8 も大きな る。 rhinoceros

beetle 

Taro leaf hopper ( prosperina) 

ハワイでは最も重要な害虫であると言われている。パプアニューギニアでも普通にみられる。

葉柄や茎の上部を食害する。こ訊はウィルスのベクターてもある。 mirid egg predator 

は， るとされている(Matsumoto.1966)。

Taro hawk moth 

パプアニュー

に曲った

に五られる害虫で， る。長さ 5-~6cmの青虫で

を立rふててl'る。
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写真 16. タロの病害

上:taro leaf blight (Lae, PNG) 

中： virus病 bobone庇(DodoCreek. Solomon) 

下： virus店 alomae症（左の葉上にウィルスベクター）

Toro leaf hopper (Tarophagus prosperina)がみえる。

(Dodo Creek, Solomon) 
-55--



写真 17しタロの害虫とその被害

t::, 「 arぃ b臼~目l:、;:,I: る袖『;・

: faro hawk moth 

Iご令 armyworm 
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ノ＼プアニュヘーギニア
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されてし l

されてし)なし'oニューアイルプンドとマヌス
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,~ 

てもか-)て飢き

，人工的な穴を掘って栽植し，

てィぐ

ー

e
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1-

された。もう

としていると言われ

スワンプ

る。掘り取り労力以外は

し)て，副次的に利用されてし ・iる。

。
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ベ
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に価値がなくなっ
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表 14 ゜ヽj
 

ニュ の主要食糧生産

作 物 名 和 清生産星生産量(1980)
. . .. り. . . ..、. . 、 ヘ

x 1. OOOha >(1, OOOton < 1. OOOton 

72 1 . 22:-¥ 1, 700 

1呂 :ll8 、A;J()

4 1"19 210 

237 340 

53 80 

2 

61 

620 

:m 

タロ

，八(Dlo:、corea)
キャソサr;'

ジャカイモ

トウモロコシ

／ゞナナ・

サトウキ巳

0.9 

0.2 

6.2 

24.4 

4。9

90 

890 

440 

注）生産泣 (1980)

その他は Bourke

Affairs and Trade o, 資料による s

1963, 推定値

パプアニュー平ニアにおけるタロ 自 しかけている勺 してきた病虫

害による収

など，

カンショ 0) によるタロ依存度

しはな¥'ようてある。しかし， 奥地の自給自

後とも重要な作物であり， 育種や病害虫防除により勺

iv) 

タロ復調の明るし)

ソロモンのタロ

ソロモン諸島同の農業は，地下作物を

タロを守り

とする自給自

の導入による食生活の変化

ける

においては，

ある。

，農村人口の95%がそ

れに依存している。 ヨーロッパとの接触があるまではタロとヤムが主要作物であった。

山岳地帯では降雨林を一部刈り倒してこれらの作物を していたが，最近，内陸から各地に

分散し定住し始め， cashcrop (ココナッツ， ココア，家畜：牛）を栽培している カンショ

と一部カッサバが重要となっだ。カンシ~ ョは は耕作面積の65%を占めている。これはカンショ

の栽培が容易なためと労働集約性がタロやヤムより少ないこと，多収性特に海岸地帯の貧栄養土

壌においても収量があがること及び病虫害が少ないこと等があげられる。

しかし， 内陸部や不便な海岸では， なおタロ， ヤムに対する依存度が大きい。品種の多くは農

民［ごよって保存されている。

地下作物の研究は1966年に， Malaita島の DalaExpt. Sta. で始められ， 1976年から DodoCreek 

Res. Sta. (ガダルカナル島）に集中化された。 ここでは，地下作物栽培の制限要因を明らかにす

るための研究が計画された。勿論，

究計画の特徴は，

自給自足農業へも貢献ずることをねらいとしている。 この研

①

②

③

④

 

ソロモン諸島国内の品種の収集

小さな見本菌に栽培して保存し，要求に

種子又は培地上で無菌的に保存する。

国外からの遺伝資源の収集と評価

じて配布する。
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Dala Expt. Sta. で『予っ fこ l¥falaiia もf
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キ
ハし

・又• し~．＼も

[Leaf 
～炉

c._ 

ソロモン

’
し

ふ

4こ

. taro leaf blight 

ある。ごの苗は，また，

なものはなかっぃパ9

Dodo Creek Res. Sta. で tarobeetle 

にあった。

を行ったが，

で(Parham,

にあり，特に Malaita

そ

キ
{f

・
~
~

いもにもつき，収穫後 5日で80%のいも

' ,, l 

C)はな〈，

となり，カンショ

る

(Jacksonら，

これまでの収集材料の中に taroleaf blight に抵抗性(/)ものはなく， 1972~74年 v打）間に国内から

さらこ 80品種を集めだが，し〗ずれもり病性であった。また，フィジー，西サモア，バヌアッ，ハ

ワイ，パプアニュ、こギニア等から送られてきた品種にも抵院性のものは無かった。

によるとインドの Patnaにある CentralPotato Research Sta. の収集材料中に，

材があるとのこと(Deshmukh& Chhibber, 1960; Paharia & Mathur, 1964)であるが，

できていなかっ

f T. L. B.O) 

1979年に開始さ

なること，ランナ

、
:
[

U) taro leaf blight は，多収性の品種にタイのバ

ンコクから取り寄せた T.L.B. 抵抗性の野生のタロとを交配し，抵抗性0)栽培品種を選抜してい

る。バンコクのタロは，ソロモンで自然開花する eddoeタイプで，当地の dasheenタイプとは異

する::となどの欠点をもっている。ソロモンOJ品種は，ジベレリン処

理によって開花させることができる。向者の交雑は比較的容易にてき，実生からの幼植物を養成

し， Malaita島での現地検定を行っている（白然発病による写真 7)。Eでは T.L.B.抵抗「生とな

り，これらにソロモ：、

収性の有望品種を用いることがでぎす，バンコクのタロと開花期の適合したもののみを用いてし

まうことが多かった(Patelら，

し ), i -r 
、 V~,

'Akalorna male'と，

、し してし)る。ただし，

と艮食味をもち， virus(J) 2 

virus病にり病性(!)'Luma'abu□)2 

には，必ずしも多

B1F1には T.L. B抵抗性とり し，ランナーを

に比較的抵抗性の

を用し＼ている。

るものも る。こ

れら両形質はい も
I→ ,,_ されてし;ることを示している（表15)。
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写真 18, Malaita島における現地選抜

表15 戻し交雑第 1代目におけるランナー癸生数，発生率と Taroleat blight抵抗性

(Patel et al., 1983) 

系

(Bangkok x BobohJ) 
y、Oga

7i‘, 

~), 
L
9

ヽ

4M 

＊ フンナー発生数と taro!eah 

各交配組合せ：こ〗，＼ご芍 l : 1 

40 00 

37 9 ,， ) 55.55 

う冬 'と) "±'::' L 33 15 45.45 

i芯し。: .. ふ心ぶぐ心｝ 66 47.83 

・→一 --一 -- __ ,, —·--—------ --ヤー--------一・

た紡果 lV 和",0 
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な問題となってきた。
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を集めて検討しだか，そ(!)中にも

でり病性の品種(male)"-alomae 

レr,
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レ、,c、
~VJ 

られた(Jackson,1980)。

この交雑で得られた120J) をMalaita島の Dala

Tarophagus proserpinaとPlanococuspacificusがし＼るの

に植えだ。 Virus vectors, 

alomae症状

を呈したものでも，死ぬまてこかなりの時間がかかった。これら E植物は て bobone

にはかかりやすかったが， alomaeにはし.¥くら

んだ。残ったもり)もその後 3回植えかえるうち

F忍）抵抗性を明らかにしようとして， 1980年に15組

1981年に900個体を malaita島に移した。

った。 13か月

のmaleとfemalev) 

ったが,12か月 ば
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' Iヽ 0

したものが
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写真 19. タロ(Co/ocasiaesculenla)の結実状況と実生苗

じ タロ())結実

中 タロの末受精雌ずい

下 タロの実生苗 (1か月）
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上 タロの実生苗 (2か月）

下 タロの実生苗 (3~4 か月，接種適期）

[Nematode corm rot] 

Hirschmanniella miticau邸がソロモンで新らたに corm& root rot (mitimiti disease)を起こ

すと ¥0うことが報告された(Mortimeret al., 1981)。これはパプアニューギニアにもあると言われ

ている。これに抵抗性の品種は 1つだけ見つかっている。それは，ソロモンの渓流やスワンプの

中にみられる品種で他の食糧がなくなったような時にだけ食用にされる救慌作物的なもので，い

もは小さく， acrid(エグ味）が強い。これと多収性で食味の良い品種との交配がなされ，数百の

幼苗が養成され Hirshmanniella、の多('スワンプピット (swamppit)に植．付けられている。

各交配組合せ F1の幼苗を DodoCreek Res. Sta. にもいくつか植えて，いもの大きさや抵抗性

をみていくことになっている(Patelら， 1983)。
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ノ
にはなら みら九る（ごすぎな，'

フィジーのタロ

フノジーにお;:;るタロ

におし｝でも

ある。

フィシ-・・・ にむげる地下作物の

くから行われてし＼た

かっだ。そいは，国として地下作物の研究をあまり していなかった為と

るが，ここではカッサペが占める ノ
＼

れてし〉な

,9,~ 

ー

，タロ

レ
]

のうぢ，タロ と言り）しり占める s' 
ま・~

は28%であったものが,1978年にはそ ，乙 プ‘
>‘ 

に：減少し， 1982年にはいくらか回復して26.5%と16.5%となっている。この理由はカッサ

も高く (23t/ha),環境適応性も高いためと号えられる。フィージ・・・{ごおける地下

に示した。

フィジーにおけるタロ栽培は，パプアニューギニアやソロモンと異なり， されてし〉

るのが目立った

ことをうかがわせる。

。しかし，統計的数字をみると を主とした自給白 ある

表16 フィジーにおける地下作物の生産状況 (1980, 12) 

カッサバ 夕 ロ (Dalo) ヤ

地 域 ．，．，，．ー. -- • .... "" .. "—• •-~• a—·-
羊作混作 計 農家数単作混作 言I 農家数 単作 晶作

訂．， 

農家数
ー・-'.- ,. ヽ—’一""ロ-·--- . --・・・-- " _,., - _,,__ --- -

ha ha ha ha ha ha ha ha 
内 2,357 29 2,386 11,971 124 99 223 2,793 31 49 l, 516 

1j1 部 1,895 27 2,022 12. 587 1,086 233 1,319 11,486 35 30 65 1,516 

東 部 580 435 1,016 4,865 129 778 907 4,807 90 211 301 3.116 

＇：し 部 960 550 1.310 5,712 196 230 、125 3.847 35 54 89 1、733
• • --・-• -- ---・・ . 一・------------------•·-· .---・ -- ----―------. ---← - ---·---•— ___ , 一・------ -- -----~-------- --- ---. —... -------・・- ----

向 積 叶 5,892 1,04[ 6,934 34々935 1,535 1,340 2,874 22,933 192 312 504 7,881 

t t t t t t t 
令 収 樽 142,590 19,780 162,370 14,070 34,640 4,360 113 

ha茸り収}:,)
24 2 19 0 23 4 13 4 10 5 12 1 14 8 13 9 7180 

地'域c,し カンショ Cyriosiap) ema Xanthosome ｛乍 物 名(Kumala) Iv (Dalo ni Tara) 
し— - -・ —----- - -一 ―---・・ -— ---―--ー・

西部 1.17 

゜
18 力 ツ サ ）ゞ 6,934 23 4 162,370 64 1 rti r'" ) 

中. 均"'' 21 32 夕 (Dalo) 2,874 12 .1 34. 610 26. 5 16 5 

!+'部 92 147 11 ム 504 14 3 7,180 7 3 4 
Ji-,_ 立nl,， 32 l 6 そし［）他（カンショ凡） 512 12 .ll 6,180 4 7 2 9 

··--—--~--" --―-------・--・------——.. --—-—--- -―·----—--―,---—•一-··一

面積JI 292 155 67 昇十 10,824 210,330 
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写真 20もフィジーの傾斜地におけるタロ生産と市場風景

フィジーにおし iて栽培されてし）る Amidsには 5

なものはタロ(Dalo,Colocasia esculenta var. 

り，表17に示されているように，最も重要

る。以下主としてタロについてのみ

る。

1969年以前，フィジーでは

これを担当していた担当官が，他の作物し7)ほうにより

タロについての当時の研究は収量をあげるだめに

いなかったc その理由の 1つは，

を負いされていたからだという。

に施肥法と除草

で） キっ
1--O 

1969年以降は

サバ‘と異なりタロはより

以上の降雨量があり，著しい

ミヅ
ふ

4 いるようになった。キャッ

されご¥.\る。こ'〗 l' →

,500mm 

は年間を通して

-6ふ—



表17 フィジーにおける栽培タロの名称と品種数

字 名 通 俗 名 地 方 名
栽培品種

数

Cole/(_、asiaesし:ulenta

Yar. し•sculenta

') . 
← も Colo1互swesculenta 

var、 antiguorum

3 ． Xrmthosoma saggiti/olium 

1. Cyrfos屈nnaclwmissnis 

5, Alocasia macmrrhiこ(/

6. A加）rpl屑hailuscampa11ulatus 

Taro, 

Dasheen, 

Old cocoyam 

Eddoe 

Tannia, 

New cocoyam 

Giant Swamp taro 

Giant taro 

Elephant yam 

Dalo 

Arui 

Dalo ni tana 

Via 

Via mila 

72 

2
 

亡
J

1へ.2 

(?) 

2・<1 

（？） 

厨要度

重要

非常こ

少なし)

小なし‘

少ぢ¥>

少ない

Suran 
少ない

(Sivan, 1981) 

雨季の初期に植付けるのが普通である。

タロイモはカッサバよりも栄養上は優れており，

見直されつつある。

［品種の収集と評価］

も滋養に富む野菜として利用できるので，

フィジー全域からタロ品種の収集が行われ異同を調査し，整理したところ72のタイプに分類さ

。
こ↓ー，ーしi

 
これらは KoroniviaRes.Sta. に保存されている （表18)。

表18 フィジー(Koronivia)のタロの地上部形質

1982. 3現地で調査

品 種 名 叢付'.I)

'.  ● ヽ ' '.

l Vavail B 3 

2 V aYailoa A 1 

3 Vaniloa B 3 

4 VavaiLoa 3 

5 V avai Dina 3 

6 V avai Dina 3 

7 Vavai Ni Rotuma 2 

9 Daloni Toga 2 

10 Daeo ni Toga 2 

11 Qere 3 

12 Qere (8) l 

13 Qere (1) l 

苧丈

cm 

葉長

cm 
冒
cm 

葉輻 葉柄色 花 サッカー

cm 

87 

95 

93 

101 

93 

88 

80 

100 

100 

114 

90 

102 

42 

51 

58 

54 

50 

53 

55 

52 

51 

54 

59 

62 

10 

14 

13 

12 

13 

11 

15 

13 

13 

10 

18 

14 

30 

37 

39 

36 

37 

35 

39 

35 

35 

39 

39 

44 

濃紫

濃紫

濃紫

白緑

緑

緑

赤紫

緑

赤（い→緑（下）

有

有

付

有

有

緑

緑

省

有

有
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汁］~ 〉叢性： からの茎こ）発生程度 1: 心

のようになる。
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なされる。
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を し
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な

zone, 年間降雨量3600mm, 1-、一 ーミックラトソ，レ

Koronivia (wet zone, 年間降雨量3300mm,

Dobuilevu(中間地帯，年間降雨量2700mm, 沖積エ）

3
 

N
3
 

十ノ
~99 ミ

JJ
 

｝
、
~
）

~
 

．．
 とほ卸茎(sucker)の数についての 査結果は 示される りベ

~、‘’

表19 タロ品種の収量性（ イジー）

コロャ`；し

r4 種 数 レベル

10 

29 

29 

4 

20--25 

10-~20 

4以下

(Sivan, 1981) 
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表20 夕 品種の収量 uゞcker姑

国賛
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Samoa Orio了i :22, 2 7 
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9 、 .、
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Toaku!a 19島3 日。40

VaYai Dina 17.9 5.85 

Volo 22鴫J 5. 55 

Kabりa 19 0 5. 20 
.'  m Lrau 19. Ei 4、90 13 
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. .. ... . . . ........... ・
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応ivan,1981) 

'Samoa oriori','Samoaい

もつものと

ni Samoa'も

そハ
）

r
)
 

ジ

も

られる c、また， sucker

し，～」もの

より

ろそi
)
 

をあけだ。

り負

，
 

て‘, 
t
:
V
 

_: 41らは， かなり

した。 'Tausalani 

ある。 Tausala

も し〉とし'

Mumu'と'Toakula'

DobuilevuどKoroniviaで， 'YaivaiDina'はWaldradra 丸
L
)ヽ

9
し^

゜
f

j

 

ふ
`
I
 

は Dobuilevu で 10 で 9~20.

，
 

'，¥ 
送｝

、ふ力ノ`＼

Waidradra は 19.2·~19.

められていない

シ，｝

ーの国には未だウィルス病や taroleaf blightのよう

はなっていなし'oしかい同じメラネシア地域にあるため

をあ

Koroniviaで10.9~-16 

なかっだ。

しだ

これら は断え

あるわけで，植物防疫体制の

'Yolo'は

らの

っていないのて

皮）ろり (Jacksonand Firman, 1981)。
，へ ，
::::>amoaはフ

，ヽヽ

i 、・-・, ✓ も し かなり な

して!,)る。

-",, 
I 3ヽ

れてし iるc

2つの欠点がある。

。
、Jし

ぎさの suckerがほとんど出なしゾ）で喝

ーこ

i

,

｝

 

‘ヽ，レ`

しかし，

。ヽ

はこ

変異がみられるので，

後代 では (12~24t/ha), sucker U) 、A'‘
 

育種的対応をせまられ--:、し)る c
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、1ン‘ーでゃ:::!タロ 0

'/ ,,,, 
"-1::icm、___ , 点-1

'ふ''

に訊記l江 rを1史・)c'. ，．と suckerの

120cm :X'. 90cm又:0ii7. 
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ふ・
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言オ;;/1.. C、し＼る。

ろ二ともあ：;）いもう〗

闘卜itを あ芦 。

タロ/ 

,~ 
''-

、な間題は，

きに乗りさ

し)

゜

で,Sharma 

入れだ箱をのせ't,も

i)選ばなし:,

とし｝もが卜さくなる。いもは l

であ

タイブがみられる。 1つ

すべて人力によるものである。

で深さ 30

を

に落し， つ、r{c
 

[） 
A
f
 る

表21 移植苗の大きさと収量

）
 

‘, 

さ
す

j

又
9
:
ふ

5 0ヘ-7.5cm

り~5.0

1.0·~2.5 

22 .. 6t/ha 

20. 1 

17.5 

6
 。

+i E
 ）` (Sivan, 1981) 

表22 タロの植付け時期と収量 (2場所）

栢付け時期 Koronivia Waidradra 

1月 8 5t.1ha 23 .4t.'ha 

3月 7.6 19.5 

5月 7 9 21. 5 

7月 11.1 22 9 

9月 12、6 23.0 

11月 12.5 22.3 

(Sivan. 1981} 
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もし〗である。これ：こよると，トライバー 1 2名で， 1haを1日以内 i-J---、ジし,:';,~ 

とがでぎる。

る，J

は1ha 80人面日 となコてい

に，フイジーにおけるヅ口 ると次のようになる。

をさげる、::、と（カッサバに比べて高l'ため）。

タロの冠水栽培の復活又は灌がい栽培，特に 11~-2 月

混作又は間作用作物の選択，マメ科作物か野菜で適当なもの したし::,。

⑤ 多収良質品種の繁殖力が小さいため，植付材料が高価につく（フィジー $5.00/100

sucker), 植付材料の経済的生産。

⑥ 品種の収集を実施中であるが，これらをもとに育種をすること。そのため

養成，財政的援助。

以上である。このほか， になるとすれば，一刻も早く育種計画を発足

させる うかがわれた。
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2) ヤム

i) ヤムの名称と
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表23 Dパ）Sい）reaの栽培種とその起源

アジア原産（入:=10) 7 i)カ 10) ! •! 
入•!
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，
 

-―
 

ala/a 

雑種起源

2 n二-3x・・・・・・8 

穴）tzmdata 

栽喜凰靡種起源

n二... 4 

況vencnsis

2 n=c 4ふ (ix, 1、+x

x
 ，

 

x
 

Q
C
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x
 

6
 

＝
 

り

！
 

う
3

csculenta 

野生種と栽培種

2 n = 4 x, 6 x, 9 x, lOx 

2 n= 4 X令 bX, 8 X, 1();、

［その他CJ)[日世界刀食用ヤ

/11尋 ida,2 n= 4 x 

屈ntaJJ/iylla, 2 rF~.J x, 8 x 

, nil/、mnularia,2 n= 

0砂osita,2 n= 4 x 

Jafiomca, 2 n= 4 x 

心ltoides,2 n = 4 x 

chm賃 onm1,2 n•=• ,l x 

,y!vatica, 2 n 

2 n•• ・, 

2 nニ '4X, 6 X 

2 n= 4 X, 6 X, 

8 x, !fix 

2 IF" 4 X 
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C拿つる長 3m: ご逢し't:かこ胃生...さゞ ・・・・IJ.

cc。 メこ）る長 3m以lぃむかこ

D. アフリカ

E念 し lもの

EE. いも (/J

DD. 

さ・・・・.... D. nummularza 

AA. つるは 芸｝

B. 

C. 小さないもを

cc. いも 1個又は

BB. 

BBB. 葉に 3

D. 

DD. 野生，アジアでは

い辱八令し lもは

は濃緑色・・・・・・・・・D.rotunda/a 

し)， 

：マレ...シア，

D
 し),;、 9キ
℃ Id- り， 1~ ,_ 

り）

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・D. esculenta 

........ IJ. 

翼あり，し）もは小さし,......... JJ. 

さ.......D. dumentorum 

........ D. 

BBBB, 葉に 5小葉……..・D. pentaphyl!a (Pursegicwe, 1972) 

メラネシア地域で栽培されている主要な種は次の 2種である。

D. esculenta (Lour.) Burk. 2n二 40,60, 80, 90. 100. 

インドシナ半島起源｀南中国で栽培化され熱帯に広がる o The lesser yam, Asiatic yam, 

potato yam又は Chineseyamと呼ばれる。

D. alata L. 2n = (20), 30, 40, 50, 60, 70, 80, 

東南アジア起源，栽培は広く熱帯全域（こ広がる。 Thegreater yam, water yam, winged yam, 

又は ienmonth yamと呼ばれる。

マイナーなものとしては，次の 4種が各地でみられた。

D. nummularia Lam. 2n=? 

東南アジア起源，栽培化，インドネシア，オセアニアに

D. pentaphylla L. 2n=40, 80. 

東南アジア起源， インドネシア太洋,J'i'[の島々で栽培

D. hispida Dennst. 2n二 40.(80) 

東南アジア起源，アフリカ産 D.dumetorumに似る。インド，東南アジア

D. bulbifera L. 2n = 36, 40, 54, 60, 80, 100 

。
ス3

熱帯アジア，アフリカに分布 potatoyam又は aerialyamと

ヤムの調査項目，調査基準を決めた

る。

アジア，アフリカ及び熱帯アメリカでのヤム栽培は全く独立に行われ，種も異なる。大陸間の

接触があったのは比較的最近になってからである。
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表24 ヤムの調査項目

Collection 

1・-J Collecti仇

l・・2 Local Namビ

1・・3 Collect ion Site 

I -4 Source of Collection 

―5 (cultivaいd,w出：l, 

2) Habil 

'μ ) ~? ~ 

2 -3 

2 4 

3) Sh加

3 l 

3 

ぷmualor Perennial 

Maturity 

Stolon Formation 

Dormanc1' 

Twinning Habit 

etc」

, undeteminat巳cl}

3 <3 

Plant・ 『ype(dwarf, 

Feature of Stem spine, cross section) 

4) 

~ l 

」 2

4~3 
Leaf Type 

Leaf Surface 

; ,) Jnfloresc四 zces

5・・・1 Sex 

hairiness, waxiness, etc,) 

5・-2 Inflorescences (number. size, colour etc.) 

6〕乃ui/

6 -1 Feature (size, colour. shape, hairiness. waxiness. etc.) 

7) Aerial T砂er

7・1 Feature (size, colour, shape. texture of surface. etc.) 

7・-2 Flesh (colour, quality, etc.) 

的じndergroundTuber 

8 -1 Relationship of Tuber 

8 -2 Yield (per plant per unit area) 

Date 

8 -3 Feature (number, shape, shape of corm, size, nroximal dominance, cross section. etc.) 

8・4 Tuber Skin (colour, texture, hairiness, etc.) 

8・・5 Cortex 

8・6 Flesh (colour. mucilagenous. browning, etc.) 

8・7 Quality (keepability. starch, protein. etc.) 

9) Root 

9 -1 Feature (spininess, anchor root) 

10) Disease Susceptibility 

10・1 Fungi 

10-2 Virus 

10-3 Others 

ID A、,tSusceptibility 

11・1 Nematode 

11-・2 Others 
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表25 パプアニューギニアにおける地下作物の収量

1
.
J
 

．
 ＇ 

~, 

物 名

a
 

k"-
i
 ー,t 

霞細農家でのいも 1涸重

収菫レヘル，最高記録

t/ha t/ha kg 

カンシ弓

タロ(Co!ocasia)

ャム (D.esculenta) 

ヤムm.auzta) 

タロ(Xant!tosoma)

キャッサ，!'{

シカクマメ

タロ (C)'rtosj1emza)

タロ (Alocasia)

ジャガイモ

10~30 71. 6、23 9 ;j 

4~10 17 6 3·~·38 10,0 

20-~50 74.0 10へ 21 6,0 

15 31. l 16 63.6 

20~25 38 

゜
3.7 

20~45 63.7 11 9 

1--3 11.8 6·~12 

17~48 -18.l 15<0 

40 0 

20~35 56 1.8 

(Bourke. 1980) 
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としてのヤム(!)コレクシ＇ョこは:, Laloki 夜
〗

且てし）た（写真21),

iv) ソロモンのヤム

農村人「］ が白給口

ヤムが主食であっだ

し，

キ，！，_, 

では，

ala ta)の

を営んでし〉

は65%がカンショとなって＼タロ，ヤム

iタロヤ｝
ゾ''\~'、

／ロモンではヨーロッ；｛人

は大ぎい，）

, 1968~69 年に Malaita 島を中心に

そのう九 9

されだ C ソロモンいヤム

きた。
，
 

ノー、芦
司

丑．
i

さいた(Gollifer,1974lc 

当時タロ，

は下ってし)る。しか

あっだ。

についても

もJ〉があるとされて

最近， DodoCreek Res. Sta. で dieback病(Colletotrichumgloeosi;orioides)抵抗性につい

究を始めている。これまでは，いも(;')大苔さ，形，外皮，肉質の色との関係についての記載しか

見られなかった。

die back抵抗性の系統を選抜するため， 1972~74に Malaita らD.alata をし， Dala

Expt. Sta. にて dieback病抵抗性をみだ。 3品種が抵抗性であったが，これらを Guadalcanal島

テ芦し保存しようとしたが， dieback病の被害がびどく，維持困難であっだ。逆にみると，ガダ

ルカナル島(DodoCreek Res. Sta. の所在するところ）は， dieback病抵抗性のスクリーニング

に好適なところと言える(Jackson,1980a)。

最近，ソロモ

佳
木 された。

で；ャムを主要食糧としているところから

も引き続き

を収集した。 287品種を

を行っている。 dieback 
，
 

まIt
 

品種によって異なっている。 品種でも熟期の早いものは，雨期の削Jiこ植付ければかなり

の収量をあげ得るものもある。また、無支柱でも収量があがる品種の選抜を行っている。これは，
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写真 21. パプアニューギニアにおけるヤム品種の保存

上： Laloki試験場

中： HAES試験場

下： University Technology of PNG 
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写真 22. ソロモンにおけるヤム(D.alata)の無支柱栽培とその収穫物
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その他の Dioscoreaspp. 

Dala Expt. Sta. では以前には D.esculental2品種を保存していたが，現在 4品種のみとなった。

最近， Guadalcanal,Reef, N ggelaの各島から計39のD.esculentaが集められ，これらを増殖し

ている。収量性についてのデータはないが，収量も低くはなく，病虫害が少ない。 Nggela島では

年中いつでも植付けができ重要な作物となっている。

その他， D.bulbi/era 3品種， D.pentaphylla l品種， D.nummularia I品種が収集されてい

るほか， D.tri/idaをバヌアツから， D.rotundataをナイジェリア(IITA)から導入している。これ

らは農業上あまり有用ではない(Jackson,1980a)。

ソロモンはヤム(D.a幻ta,D. esculenta)の変異の中心地パプアニューギニアに接しており，そこ

から流入した後にも体細胞突然変異の選抜により，作物としての変異の幅が広がったと考えられ

る。種子繁殖をしないのに明らかに今でも変異が起こっているという。

Jackson (1980b, 1981)は，ソロモン諸島のヤム(D.esculenta, D. alata)の収集， dieback病抵抗

性についての研究をとりまとめソロモン諸島における主食構成を見直し，ヤム，特に D.esculenta 

の優れた点を指摘した。 D.esculentaを地元では panaと呼んでいる。 panaは，洪水（冠水）に

は弱いが，多収性で病虫害抵抗性であり，無支柱栽培でも多収となり年中植付けと収穫ができる。

しかも，いもの貯蔵性もよいことを挙げている。

遺伝資源としての評価， dieback病抵抗性についてもくわしく記述されている（表26,27)。

表26 D. alataの Co/letotrichum(die back)抵抗性と出芽速度及び収量性(Tenaru,1980-81) 

Colletotrichum" 栽植出芽速度 （本数） 収穫ま
品種 名 コードNo. いも数重量収t/量ha 貯蔵性

抵抗性 本数 48日目 ％ 90日目 ％ で日数 kg 

Rosta GU146 Grade 2 130 119 91.5 125 96. 2 249 115 89.5 13.8 +++ 
Chainamu GUlOl 3 a 10 ， 90.0 ， 90.0 295 11 4.5 9.0 ＋ 

Muiki GU52 II 10 10 100.0 10 100.0 295 16 9.9 19.8 ＋ 

Garno ML13 3 b 250 31 12 .4 153 61.2 295 185 113.5 9.1 ++++ 
U-Tep RFll ’’ 70 13 18.6 59 84.3 295 56 43.8 13.1 ++++ 
Doma GUllb 3 C 20 1 5.0 2 10.0 249 2 0.5 0.5 ＋ 

Thavoa GU31 II 20 1 5.0 5 25.0 249 8 4.0 4.0 ＋＋ 

Kai GU44 ” 30 9 30.0 18 60.。249 22 25.0 18.5 ＋＋ 

Uvi Hovoa NG55 “ 20 19 95.0 19 95.0 249 54 28.0 28.0 ＋＋ 

Yena WCH 1 ” 40 38 95.0 38 95.0 249 100 42.0 21.0 ＋ 

Luka MUD ” 30 6 20.0 15 50.0 223 14 8.4 5.6 ＋＋ 

Bobobokoa GU 8 3 d 60 50 83.3 57 95.0 223 80 62.6 25.0 +++ 
Dama GUlla II 60 20 33.3 48 80.0 223 66 14.5 4.8 +++ 
Bulisia GU34 ” 60 36 60.0 48 80.0 223 63 31.2 10.4 ＋＋＋ 

Koru GU33 4 60 36 60.0 47 78.3 223 60 43.1 14.4 ＋＋ 

Samoa GU46 II 60 19 31. 7 35 58.3 223 23 2.9 1.0 +++ 
Lusu GU50 II 50 10 20.0 30 40.0 223 46 11.0 4.4 +++ 
Dauwao ML 1 5 30 29 96.7 30 100.0 223 34 21.1 14.1 +++ 
Koru ML 3 II 10 6 60.0 8 80.0 223 8 9.1 18.2 +++ 
Uvi Meomeo NG 8 II 8 5 62.5 8 100.0 223 4 1.3 3.1 +++ 
注 1) dia back抵抗性指数： 2'中～高度抵抗性. 3 ; 抵抗性中，生育時期により変るので4段階a~dに区別した。 4; 

り病性，早熟回避性， 5 ; り病性，収穫不能

2) 貯蔵性．＋；不良．＋＋；不良～良（混）．＋＋＋；良．＋＋＋＋；極良 (Jackson, 1981より）
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表27 D, essulentaのいもの形態に基づく分類（ソロモ

いも表
面の
祖懺

----- -- - - -------- 、- -- -

NGP2 
NGP12 
じK2

夕

形
フ~（系統）

II(NPG3, 7, 5) 

!ll(NGP 4、9)

巳
巳
、

育心 目〈t'’ 
i‘} I

『

宝
ロ

r
j
 

ーゞ

因 色

度
み

）
 

ヽ少
1

‘, 
！
シ
、
~

ー

NGP 6. HI. 1 
IV i GUP 10. 13 

REP 2 

NGP 8 
GUP 7 

¥'l' 
, GUF 3, 4, 12 
しじK1, 

1ll 1 

, r REP 21 
Choiseul 

¥'lll(Gup 1呂I

IX 1 

1GLP:i令 6.8、16., 
17. NGP l. v、̀ I 

X(RFP 3. 4) 

XI (RFP 1) 

XJI (Walande) 

X!Il (Gしp]) 

XIV (St. Cruz) 

XV (GUP 11) 

, Fananiu 
XVI I Talabuli 

I 
I 

St. Cruz 1 

XVII {GUP lSJ 

XIII (GUP 14) 

XIX (GUP 9) 

上部に中
程度

全面に疎

し

ト

全面散在
心
／ 

上1/3に
多，短剛
根

少

全面， 中

全面、少

全向，少

短剛L½

短剛上％

全面，少

全面，少

全面， 少

且虫＇

粗

滑

骨

滑

骨

滑

、

r

、寸

i

滑

滑

滑

粗

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑

小さな裂け
目不明瞭

網目状長い
裂け目も少

長い裂け目
放射i犬
と
し

り

不規則な裂
け已不明
瞭

無

ど
け

長い裂け目

不明瞭

明瞭な長裂

1-2/3多角
形裂
多角裂，不
明瞭

縦短裂

縦裂， 1
~, 2 cm間隔，
不明瞭

多角又は縦
裂

無

長い縦裂け

白

白

白

白
[

白紫

白

I

t

 

け
9

白

白

柑

淡青紫

白

白

白

白

クリー
I 

;A  

訳ゴ主止ヒ
｛火自糸

臼

白

□

]

白

白

白

白

白

白

白

白

白

白

白

白

白

白

白

形

、A

ノヽ

ー、

長
細

卵塊状

上部円＜先
細尖る

円錐形

，
 

ァ
r+~ 

～ヽ

曲った細い
円筒先細り

角ばった塊
状

長F9筒

長円筒塊状

細長直

先細直円筒

細円筒

長細紛鐘形

尖短油形

塊円筒状

細円筒状

球～卵形

由円筒形，
数個地上部
1こ露出する

き
~
i

大

玉
~
1

1

f

 ナ
ふ‘-i 

ギご

15cm 
5~6 

15~20 
4~5 

17~20 
7~8 

14~17 
5~、8

14~15 
9~11 

9 ~10 
7 ~10 

11~14 
3~5 

20-~21 
14·~15 

15~20 
4~6 

14~20 
5~8 

21~22 
4~5 
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6~7 

15~16 
5~6 
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3~4 
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5~6 
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8~9 
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7~8 

11~12 
4~5 

(Jackson, 1980b) 
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Saukalabuci 

‘ヽ’euwa 

Damunieleka 

李片J

" しvm,1 , ,「・utuna 

Beka 

KiYi. 

Saidり

Taniela Vulaleka 

『eya

Futuna Damuldrn 

表28 フィジ一；ーおける勺ム品種の収量性（

:30. 

28,9 

27 .0 

22 

LG 

213 

29.8 

う" 

23.1 

14.3 

15 1 

11 5 

15 I 

13.5 

1.90 703 32. 

3,08 447 32.7 

2 49 499 26.7 

l. 636 39 7 

1.07 77↓ 21,3 

2.16 444 26.0 

1.86 980 29. l 

i, 10 125"7 30.9 

1,05 1390 32、8

1. 75 498 24.6 

2.64 361 24、4

1.47 190 24.2 

1.:37 724 23.9 

3 42 252 21. 0 

表29 Kawa, (D. esculenta)の収量性

いも収量

3.12 564 

2、81 652 

3013 480 

1.83 1207 

1.63 839 

2.34 607 

1 96 893 

l 1511 

111 1671 

1.86 759 

2.60 44:1 

1、67 934 

1.54 921 

3.38 339 

(Ann, Res, 

侃,-,. 名 全重―優・-品重
し、も数
- . - . . 

全 数優品数

t/ha t/ha 

Tobo Dina 40.0 36.8 8.6 6.2 

Kawai Tabua 38.2 35.3 7.8 5.6 

Kawai Cagocaga 36.0 34.2 6.8 5.1 

'.-,-, arau Dra 34. 3 31. 9 7.6 5.6 

Kawai Dina 31.4 28. 7 8.5 6.3 

Kawai Driu 30.8 27.8 8.0 5.2 

Kawai Sanuti 30. l 26. 8 7.7 4.8 

KawaiDinal 22.7 20.7 4.9 3.1 

(Ann. Res, Report, 1980) 
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表 30 Koronivia Res. Staにて保存中のヤム品種

j4

ロ
｀
~
と

i;rj 
名岳

平
工
↑ 4n 

"，ロ 種 名 t4r 
^
j
 

↑
i
 r↑

 

樟

. 1 ame1a Damu (1) 34 Funa 

夕fanielaDanm (2) 35 Uni ni Futuna 

3 Tanie!a Damu Balavu (A) 36 Vurai 

」'「anielaDamu Balavu (Bl 37 Vurai Lekaleka 

ズ
J

じ TanielaDamu Leka 

I 
~Tanie1a Danm Leka 

呂
、 TanielaDamu Leka 

¥dark) 

C
d
 

Damu Balan1 

Damu 

l(! Taniela Vula Balav目

1l Taniela ¥'ula Leka (A) 

12 Taniela Vula Leka 

l 3 Taniela V u!a Lek a (Cl 

Vula Leka 
14 

'-~::i l arnela 

16 Tanieia 

17 Veuwa 

18 Taniela Damu 

19 Seriloka 

20 Pasoa (A, 

21 Pasoa (B) 

22 じnini V aralegi 

23 Niumadu KRS 

2-! Niu madu (1) 

25 N iumadu 12) 

26 V oli Bala vu (A) 

27 Vo!i Balavu (C) 

28 Voli 

29 Voli Kula 

30 Futuna Damu Leka 

31 Futuna Vula Leka (1) 

32 Futuna V ula Lek a (2) 

3;3 Futuna Vula Leka (3) 

38 Vurai 

:39 Vurai Dwa 

-W Vurai Dra 

41 Vurai Balavu 

42 Vili 

Vililekalek3 

且 ViiiBalara 

Saido 

46 

47 _ 

認 Muropm 

49 じyjni 

,'iO Uvi ni 

51 Sevu ni Bau(.1¥) 

52 Sevu ni Bau(Rl 

53 Savkalabuei 

詞 Beka

Kasokaso 

56 Tevu (bottle neck) 

57 Kum (round) 

58 Rewamoni Gri 

59 Rewamoni mi 

60 Reado 

61 J amam 
62 J amani Damu 

6] Jamani Damu (A) 

64 J amani Damu (B) 

6ふ Jamani Damu (Cl 

66 Bilo Walu 

67 Kovi 

68 Tataxu 

69 Davui 

70 Moala (A, 

71 Moala (B) 

72 Domorau 

73 Nailolo 

74 Drawa 

7:=i Sisiwa 

76 Sod信 0

77 Tinatina 

7ら C,u;,mo ::,,mmim 

じnini Kawai 

ぶl Vola Damu 

叫 Sikasika

叩 Salato

83 Dabia Dina 

84 Dabia Vula 

85 Damuni Leka 

86 Damuni Balaru 

87 Dalua 

88 Lautolu 

89 Laivou Damu 

90 Zoga Vuso 

91 Merelesita 

92 . 

93 Kawmoile (R S) 

94 Kawmoile (S. S) 

95 Rotundata 

96 D. tyifida-Kushkusb 

97 D. pentaphylla-Kaile 
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写真 24, Koronivia試験場におけるヤムの保存栽培状況
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表 31 タロ， ヤム導入材料一覧

（種 品
）
~
~
 名 種 名 数 量

● 9 

(Culocasza esculenta) 

Bumayang 1 

Bumayang 2 

Blue Graina 

Lanis 

Bubia 5 

Bubia 9 

Bubia 14 

Bubia 28 

Tigera 

Umant 

Koki l 

Koki 2 

Koki 3 

Akalomamale 

Oga 

(Xrmtlwso叩asagittijolium) 

Singapore 

Siaven 

(Dioscorea alata) 

Kaime 

Vewa 

Taniela Demu Leka 

(Diosrnrea bulbifera) 

(Dioscorea pentaphylla) 

導入先
- " " "" 

固

，

立

411i

固

ィ

出

東

{

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

3

3

2

 

0
 0
 

3

3

 

0

0

 

2

2

 

PNG 

ii 

”
 

ン

II 

モロ

11~/11/IIIIIIIIII 

ソ

1株保存

枯死

腐敗消失

H
 

H
 

2

1

1

3

3

 

ガ

I
J
I
I
I
I
I
I

数株保存

I/ 

Ji 

II 

腐敗消失

腐敗消失

枯死

2株保存

枯死

2株残存

1株残存

数株保存

数株保存

数株保存

1株保存

1株保存

発芽せず

発芽せず
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表 32 ニアから導入したタ の地上部形質

...、

（，八/{,,"t/SW
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Bubia 9 
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↓
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1
1
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ー
す
~

ノ‘
、
9
‘
、
9

ヽ

l

ふ
'
~
l
'

'ン

キ：

iシ

、→ , 
',  

；ヽ

3) 

i) 

カンショ

カンショのオセアニアヘの伝播

カンショ ご
l:‘ 

＼
 

ーし，なきて＼ノ
勺
U、と

}

｝

 

ノ
＼ あ

あり， l'ま

ン ヨlり-lf、『f

イはやはり

カンショ

ょ
~, 

｝

｝

 

~
:
~
 

や

、ン

ドン
i
_
1
 

'~ 

亜熱帯で栽培さ且る

について

しレJ

アサガオナ：

利用される。 ョウサ

1970)。

オセアニアヘの伝播については，

とは， (1)有史以前に kumaraと云

，
 

9
‘
¥
 

9
r
 ＇ ゾ

↑
4
 t

 
アフリカ｀

れており，メキ

とする西山説(Nishiyamaet 

したものである。南米リマ

されたも（］）であり,14('の年代測定によ

名

, 900m J)チルカ

8,000へ,1(),

Yen (1974)が三方伝播説(tripartitehypothesis)を，

ランドヘと伝播したルート： (2)スペイン人によって batataと云

卜・／
 

`

/

 

ィ＇ ど

コに自生する

てしレJ される。

t, 茄daをそ

にしても，

した炭化したカンショ

のものとされている

どから

からポリネ

え ¥'る。

メラネシア，

名で 1492年以降

しながらインドネシア

に起

カンショ

二ご 向へ

しだ

ルート： (3)さらに，人ペイン人によってメキシコから camoteと云ぅ /¥ワイ，グアム
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写真 25.パプアニューギニア高地のカンショ畑。

フィリッにンに しだ‘レートてある

はヘイエルダールい）云うコンヂキルヽ—--卜（→J るもいとす

の kumara;レート

と人

ll・ ← ,. 
,9 

1963L Yen(l974)は

ル

として，

}

}

 

・
~
~

ることに

もしペルー

し

しだな

これらの作物は，

たこと，オセアニア人ならば"

ショしこの

ス}
5ょ｝｝ 

~: 

に堪えられな＼＼とした。まだ，カンショ

で人間によっ

ある

左｝

ぷ
ノ

二
入

i
7
{
 

、ン
J

したものこする説がある(Purseglove,

ヘイエルダールの説（ご~ よるカンンョの伝播者は古

であるとし

られることなどをあ

なトウモロこ］シ，

オセアニアにはまったくみらiしなかっ

をもつ恥こ，カン

(1963)は：，カンショの

種子による栽培の存在を示す証拠は何ひとつないことから，無理な推論であるとして，真正種子

の自然伝播説を唱えている。中南米からオセアニアに到るヒョウタンやワタノキの自然伝播とし

か考えられない奇妙な分布がある。ワタノキ Gossypiumtomeptosum 

浮遊させておいても発芽力を失わないし，この種の 4

どを同

真正

り， 1年

にのって中米

からハワイ迄運ばれており， また Goss)'/]iumhirstum race taitenseは，やはり海流しこのってマ

ルケサス諸島，サモア迄到逹している。カンショが周囲の権木や立木に展撓したまま真正種子を

つけ亀それが洪水などで海に押し流され，海流にのってオセアニアの ったのであるとし

た0 (2)の batataルートは，コロンブスが1492年の最初の新世界発見の航海の帰途カンショを西イ

ンド諸島からヨーロッ J 帰ったものによるもの り， これは，＇ゞレイショのヨーロッ）や＼

の紹介に先立つこと80年である。その後16世紀にスペイ>、人がメキシコから直接フィリッピンヘ

と導人したのが(3)の camoteルートであり，フィリッピンから中国へ1594年，日本へ1605年に伝播

していった。 19世紀の中頃にはアフリカ全土にほ した ここではカンショは生産性，省

-8!},-
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ピから， あ入っ、1刀～＇，ヽ、
~
；
：
)
 

¥、
9フ

ブ「

j の ！ ~-\ 
I -~ 
し/'- 主った (7)である。

パプアニューギニアには，コロ／、ブス の り， batataルートによるものが ンドネ

シ

0~ 14 

~
~
 

1こ入って

,~ ,_ 

ら導人さ]し.. ,: l' 

ート

たものとされている

ニアの ンヵ令
~

kumara 

そ

古l''

もされ， るンヽ
、、喩

であったとされており，

ヨーロッパから

しかし，

がインドネシアから

ソロモン，

これはニュージ ラ‘

}

-

,'
、
9
,
‘
,
'
 

はなし」

オセ

ィジー 1こは

ドヘも でぁる

をしている
，
 

}

-，ヽ
,'’ 

えられてし）る (Barrau,1961)。従ってソロモン，フィ

,,, 
ン＇ー

-r I ヽ ~C.. -'.、)。 Jヽ

を

しており，

、
A＼

 

され，

: 
'' 

も九込んでおり手例えは Okinawaと云う

にしても，

における

山地林が切り開かれ，

J
t
J
 

富

日

るしく

はカンショの経済的地位はそ

ef 

しt'ものであり，

しらko  ノぐ ーユ

「ゴ~
 

なかったパプアニューギニアの高地にま

なり広い地域に

も高し

日

ぐプアニューギニアに広く普及

している。

カンショのオセアニアヘの導入と普及は衝撃的なものであっ

ったとさえ云える(Watson,1965)。

ギニアの中央高地に

カ／ショによって彼らの生活が維持されていると云って過言ではない。

くはな t)が，自

ソロモン，

自

され

あろう。

自足農

より高い高度迄耕地が拡大

自給農圏のパターンは変化し，豚が増え，人［］も爆発的に増え，社

全国民の]/3が集っており，

フィージーで

自足農業の内では主要な位置を占めている。

メラネシアからポリネシアヘと西から東に行くに従って， また海岸低地の農業になるにつれて，

自給自足農業の中ではカンショよりタロの比重が高くなっている。しかし，近年のサトイモ疫病，

ウィ）レス病の大発生により，ハ ニューギニアのニューブリテン島， ブーゲンビル島， ソロモ

ンのガダルカナル島，マライタ島などの低地農業ではタロがカンショに転換しつつあり、カンショ

の比重が以前に比較すると高くなっている。

）
 

.
I
 

•I 
オセアニアのカンショ品種の変異

オセアニアのカンショは極めて多種多様であり，特にパプアニューギニア高地でその極に達す

る。品種数の多さで起原中心地を決めるとすると，

の高地と云うことになりかねない程である。

カンショが起原したのはパプアニューギニア

カンショの開花には高気温，短日長が本質的に必要であるが，その程度は遺伝子型によって種々

異るものである。 また，単なる高温でなく，気温の日変化も開花誘導に大きな効果があると考え

られている(Campbell,1963)。生理的条件として，葉内の炭水化物の充分な蓄積が必要であるとさ

れている(Kehr,1953)。パプアニューギニアの中央高地（海抜1,000~2, 500m)では，殆んどの品

種が開花をみるが， 2,500m以上の高地でになると開花は減少する。 また，谷をひとつへだてる

と，同一品種であっても開花の程度が異ったりするので，気温の変化が微妙に関与するのであろ

゜
ぷ
ノ
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a) 花器

に関する形 " Yen 
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,_ 
ふ、

“r3 

う /i". ,_ 4

J

f

j

 

-r令'い、~~) , また IBPGR

-

}

 ,＇ 
へ，し，
 

よ
芯
バ

-なっ、・=i.' iしな 1>もJl

表33 シ 1981) 
.. . . —~ 

L 開花性 価：粗：山：名

2。化色： 白：白緑紫管；

•J • に'. 
.J. イじ土て・

... 

と和↓
i“し

f
i
 

~, 
9
,
]

＂ 

々

0

．
 

ふ人
~
ザ
女

、
）I`
 

、
9,9‘

9

し、
ヽ
‘
ー
3

令
ヽ
ユ

ふ
パ
力

10尼平均径

タ~!則(j、)2 柑［力 S~i;2 ¥'; 

B后,J八
八
リ

l . >/~ 
4
 

La 

．がく）¥C')形； l叩形 a 惰F']巴；皮針形

8. がく片羹起： 尖形：鈍形：鋭失形；尾膨

，．結さく： 無：粗：中：多
,., - . . . . '.  

表34 カンショの花器に関する変異分類基準(Yen,1974) 

-
L 間花”

2. 形状：

3. 異常性：

: 1戸ぞ雷期忍花：閏歌的開花：閏薗的開花：

自然結実性（人為交配なく）

,a)花冠())形：星状：五角形：円形

：狭：中間：カッ

{c)子房：叩形：円錐形：球形

紫色柱頭：紫色や< ; 6雄：偽雄芯：複や< : 3裂旦

珀

状花と

ではそ

し
j

(Poole, 1955), オセ

乃．
。

ス3

ニアのカンショ

ことによるかも知れない。

く（図l

カンショは

ではみられない特徴である。

形質である。

また，ハワイでは自家和合性クローンがみ出されているが

ない。しかし，これは，探索調査が不充分である

b) 茎葉

葉の形態は極めて り魯

ょ

その変異は

ある メラネシアおよび東南アジアのもの

まだ，花器の毛茸を欠くものもある。

ポリネシアではみら

のとおりであるが，

これは、中南米産のもの

メラネシ

わが国では，

に多い

また別の分類

基準を図18の様に作っている。わが国の栽培品種では葉

のIV~V,図19の 型は どない。中南米，

)ものが少なく，図l8

東南アジアでも同様に：葉身の切れ込み

の深い品種は極めて少いが，パプアニ ギニアではこの堕の頻度が高く，図12のIVの型の品種

は頻繁に見られる。 これらはパ ニューギニアの栽培種を特徴とみられる。葉の切り込みの深
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図17 カンショの生殖器官の形質の頻度分布(Yen,1974) 

さと との相関はないと じられてし〉る。ソロモン，フィージーとポリネ アに

くに って， この型は減少する。

カンショの茎葉におけるアントシアンの発色は，主として茎，葉脈，葉柄頂部に発現するが，

主働遺伝子の支配を受けるものと考えられており，一般に発色する方が優性であるが，エピスタ

ティックな複対立遺伝子が関与する場合もある(Kukimura,1975)。また毛茸は，茎と葉柄頂部に

発生するが，品種の特徴として重要である。 にアメリカの品種では，アントチアン iブ

し、"

ついては変異の巾が広く，フィージー，ソロモンの品種もそれに準ずるが，パプアニューギニア

の品種では葉身，茎にあまり紫色の濃い品種はみられない。せいぜい葉脈の着色までである。

は逆に，パプアニューギニア産の品種では茎に発生するものが多く，アメリカ産，ポリネシア

ものが毛茸が少ないのに比較して際だった特徴である。また，葉柄長の短い品種がパプア

ニューギニア産の品種に多く，この点もアメリカ，ホリネシア産の品種と異っている。節間長，

はノ：プアニューギニ了の品種では，アメリカ，ポリネシア産の品種よりも明らかに長い。 Yen

(1974)のニュージーランドでの収集品種の栽培試験では，アメリカ 品種の平均節間長と

は，それぞれ3.7cm,3.6ft. であるのに対し，ポリネシア産3.3cm, 3. 3ft, パプアニューギニア産5.4
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図18 Yen (1974)による葉形分類基準

cm, 6. 3ft. である（表35参照）。世界り）うちで，

ニューギニア，イリアンジャワ）とチモー

しているのは興味深い。

C) 生育型

地上部の生育型は Yen(l974)によると第 I~VI型に分類されており，その特徴は以下のとおり

もっとも長いカンショ品種はパプア島（パ

（メラネシアのパプア島寄りの群島）に集中

である。

第 I型：コンパクトな叢性型で，茎葉短く，葉身の切れ込みの深い型

第II型：第 I型と同様てあるが土壌の被覆度高く，葉身の切れ込みは浅い型

第III型：第 I, ll型よりさらに立ち性であり茎0)伸長は強い向日性を示す。

第IV型：第Ill型と同様であるが，生育初期に叢＇性を不さない。

第V型：分枝盛んであり，茎葉は競合してやや立ち性の生育を示す。

第VI型：第V型と同様であるが，分枝はあまり盛んでなく，茎は長く伸長する。
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0 0  
凡 腎 朦 形 B, 波状歯腎臓形 恥歯打 状腎臓形 B, 哀且鋸粛腎臓形

ロロ
C ー 鼻 形 c, 波状歯靡形 c, 粛打状鼻形 c4 粗鋸歯鼻形

D, 歯芽状戟形 D, 粗鋸歯戟形

D, 戟形 D, 波状歯戟形

E, 里欠刻浅裂 E, 単欠刻深裂
E, 複欠刻浅裂

E, 複欠刻深裂

図19 九州農試(1972)による葉形の分類基準
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図20 Yen (1974)による塊根の形状分類

(8)肩張短紡錘形(9) 下膨短紡錘形 (10) 

（肩張短紡） （下膨短紡または （円）

下短紡）

メ
f
 

ふゞヵ、4し

：
 
＇ 

円筒形

(11)下膨紡錘形

（下膨紡または下紡）

(!Z)球形

（球）

はこれとやや異った分類を用いている（図21)。

4~- 6型の塊根の形状はオセアニアの品種には少く，南アメリカ ものに多い（表36)。筆者

のパプアニューギニアのマーケットでの観察によれば，長延型が殆んどであり，また，形状の整
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図21 九州農試 (1972)による塊根の形状

il2i 球形

i球）

ーさ，サイズの整ーさにはまったく関心が払われていない。収量， 1個の塊根の大きさに大きな

関心が払われている為，個体当りの塊根数，塊根の形状に対する強い選抜はあまり加えられなかっ

たものと推定される。農民は，面積当りの収量， 1個の塊根の最大の大きさ，食味について強い

関心を抱いていると云う。しかし，フィージーあたりになると，商品として洗練されており，マー

ケットに並べられているカンショは，パプアニューギニアのものとはまったく異ってかなりの整

一性をもっている。

カンショの塊根の皮色は，白から黄，橙，赤，赤紫色，紫色まであり，肉色も白から橙，紫色

まで変異に富む。アメリカ産品種は，皮色，肉色ともにクリーム色が多いが，ポリネシア，メラ

ネシア産では赤色系皮色の頻度が高くなり，東南アジア産では，黄色，黄褐色品種の頻度が高く

なっている（図22参照）。

e) その他の形質

以上の他に，耐病性，低温抵抗性でも産地別で特徴がある。黒斑病(Ceratocytisガmbriata)抵抗
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表36 塊根の形状タイ

(Yen, 1974) 
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＊形状タイブぱ図を参照せよ

性はパプアニューギニア， フィリッピ の く，中南米産
゜
、5}ー＞

(Moniloch、aetesinfuscans)抵抗性は，逆に中南米産品種に頻度高く，ハプアニューギニ

が低い。低温に対する抵抗性は，南米のアンデス高地産，パプアニューギニアの中央高地産，ニュー

ジーランドのマオリ族のもっていた在来品種などが高い抵抗性をもっており， 永年の間の適応に

よると

f) 

えられている(Yen,1974) 

オセアニアのカンショの変異源

カンショ品種の変異源としては（イ）偶発実生によるもの（口）体細胞突然変異によるもの（ハ）導入

によるものの 3つが主なものとしてあげられる。

カンショは， これまで世界のどの地域でも意識的に有性繁殖が栽培に利用されたことはなかっ

たと推定されている。真正種子によってカンショが繁殖し，伝播すること られてはし,tこが，

その発芽の不整ーなこと，生育に時間を要すること，収鼠が劣ることなどから実際に利用される

ことはなかった。 これは中南米でも，

然条件で自由に開花するのがみられ，

オセアニアの島々でも同様であった。 しかし，熱帯では自

自然実生の発生は頻繁である。特に，パプアニューギニア
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の中央高地では

口は白

名,'::

由ぷ

カンショの塊根皮色（横軸）と肉色（縦軸）の頻度(Yen,1974) 

ぶ , 
k,  

殖性の

i期間を

)植物である

の場合に比較すると

が焼畑跡地

に

変異が， タロ，

えられる。

ずるのを，

ヤム

しかも，

・自 に自

めて

ることなどから，

lデ
j <-, 

る。い

ニューギニアの高地など

めて巾広t'のは臀

タロとカンショでは，

9

?

9
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るのが目

l f",; ~. し、~.

自

ァ
｝

~.,~ 
r,し

ふ
Aこ

。
るf

9し
ふ
A文｝

i::: よっ

て

ることはしばしばあるが，カンシ

られた

た，農民の手による人為選抜が加えられるであろう。実際に

しばらく観察し，興味のある個体であ

られている

'oタロは

自

タロや秀

l 、デ
Cs ,, , 

ふ~f
¥ J.-、,

あったり？

〇
、
)ぁ

カンショ

夕

ま

し＼はま

として

pers. com.)。カンショの

られやすさと

。良さもカンショがはるか ヽ`一）
し
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,_' に敏感で兄り // 
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タ

ト
＇
~

，ソロモン，／ しふる(Bulmer,

る、〉

しt¥品種の成

ロッ，I¥、人の手によノ‘

わJi.たものてあり， /o/ --,~,7- --_) 訊た導入でおる。

まだ伶プランテーシ~ ョン

ら;¥プアニ・ょーギニ了，フィーシ『-まで：広く

るしかなし'c;+_俗名で，品種名こらタヽワイり1モ','サモf夕しT)

が多いのも，オセアニアの各地域間でカンショ品種の交流があっだことな不しごし¥る C

Bourke (1982)はパプアニューぶ--, ，ー］の

している
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i
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われつつある。
> ,~ 

ビンに., 及に

な しつつある。)¥』 ユ＿

平ニア全土 ピ されており，カンシ
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ーユー＋ニアにおける各地域での栽培カンショの品種数

(Bourke. 1982) 

咆域名（標高＼

現在栽培さオている品種数
消咸

綺数
在来

し，

品種
~ 

9
f
、44L 

99,L 
典

品種数

導入品種

〈ここ／ガ県，

Lai谷(800ml

Lai谷上流(2100ml

Sirunki高地(1900-2700m)

n (2600m) 

シ．！、ブー県；9

Chimbu地方 (1500-2700m) 

ii 谷卜泊(1900m)

11 (2250m) 

Sinasina地方 (1800-2500111)

Kagua地方(1600m)

Pangia地方(l500-l 600m) 

Mendi谷卜流(2000m)

II (2100m) 

〈.・、ジダン県〉

Simbai地方 0500-2300m)

II (II)  

// (1300。1600m)

<モロベ県）

Snake河(1100m)

Markham谷(:{OOm)

＼イリアンジャワ＼

Balim河(16;j0m)

35 

11 25 

24 

13 11 

30 

29 

7] 45 

67 38 

く：サウス／＼イラ：卜県〉

Tari盆地 (1600m) 53 

[
I
 

1'-

10 

49 

42 

25 

Simbai河地域(600-llOOm) 15 

11 

30 

;¥lembi高地(Lう50m)

< 1ーストハイランド県〉

Kainantu (1550-1800m) 

＜、ワエスト I¥イランド県＼

:¥1t Hagen t也方(l600心 1900m) 40-50 -

11 

27 20 

6
 

2
 

Wadell (1972) 

Megitt (1958) 

Sinnett (1975) 

¥Valker (1966) 

26 

32 

Brookfield & Brown (1963) 

Komba (1978) 

(1978) 

'.{6 Hide et al. (1979¥ 

6
 

19 

殆んど

H 

7
 

3

1

 

4

2

 

8

9

 

4

2

 

i
3
8
 

24 

6

7ー

70 

Powell (In Press) 

Abaya (1978) 

16 Paia (n.d.) 

Simpson (1978) 

22 Harrison (1967) 

25 Bourke (unpubl.) 

Watson (1967) 

Powell et al. (1975) 

Bulmer (1981) 

22 // ( ii ） 

Clarke (1971) 

Rappaport (1968) 

Langley (1950) 

I/ (/I) 

Heider (1978) 

品種数は33であるとされている。従って全国では約5,000品種が存在していると推定されている

(Bourke, 1982)。近代的な畑作と異って，パプアニューギニアでは自給農園としての栽培様式をと

る為に，一筆の農地に多数の品種が混植されることが多く，多数の品種が容易に維持されると考

えられる。これに反し，フィージーでは，商品経済の中に組み込まれているので，国全体でも栽

培品種の数は極めて少い。
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iii) 栽培様式と生態

＼
）
 a

 カンショ

まで， また，

した

をもつ作物であり，オセアニアで

ら重粘土地帯ま ノ
＼ される。

ら標高2,800mの霜常襲地帯

, 700mm~5,000mmの地帯で

山岳地帯の急峻な， 40'近い畑地でも栽培される。

ソロモン，フィージーの低地でのカンショ栽培法は，畦立てをした上に茎葉苗を植え込ん
マウンド

く通常の方法が多いが，パプアニューギニアの高地では，大きな盛土の中心に植えて行く珍らし
マウ

い方法がある（図23参照）。内部に，野菜屑などで作った堆肥を埋め込んだ直径30~80cmの丸い盛
マウンド

を作り，その頂上に 2~4本の茎葉を押す。大きい盛土の場合は，直径 l"-5mで2~3本づ

つの苗を何ヶ所にも植え付ける。この方法はパプアニューギニア高地のエンガ県(EngaProvine) 
マウンド

の伝統的なものである。また円型に盛土する代りに，正方形，または長方形の盛土を行う方法が，

年間降雨量の高い東部高地県(Eastern Highland Province), シムブー県(Chimbu=Simbu

Province)などで行われる。休閑地農法により，森林，草地などを開懇してカンショを植え付ける
マウンド マウンド

際は通常小型の円い盛土式の植え付けが行われる。盛土に植え付ける苗は，収穫後の別の畑から
マウンド

採取したものであり，一筆全体を同一品種でカバーすることは殆んどなく，ひとつの盛土に植え

付ける苗も品種をまぜるのが通例である。この様にして50~100m'の一筆のカンショ畑には 6~20

l -1. 25m 

＇ヽウント

図23 カンショの盛土栽培法
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表38 カンショ収量におよぼす有機質肥料の効果

(D'Sou7,a and Bourke, 1982) 

有機質肥料
., •s-• ・-一—- ,_. ,. , .. 

対 ド,'り”ロ.. 

゜
17.1 

キク 30 23.2 

糞 20 25 t 
:1 -、-・ ルプ :30 31.5 

の ら

｝

）

 

~. 
ることは

＇ 
ノ
＼など

ふ
士

＂ 

ご［日，ま：ごま

して来る。植え付けは秀

i

/

i

 

.~: 

とされてし lる。

を一度（こ斤う

小塊根を飼料とすること ノ＼、

もぁる 自給自

ゆくらprogressiveharvesting'をとることが多し氾作期も］

一畑に維持されることもある。まに充分に肥大した塊根を収穫し

を間わないが，

名＼

れている。畑には豚の糞尿が入ることにより

とすること

も

キ
か
~

}

｝

 

~
・
~

辻易合は 3~4年(!)間同

の

きる。しかし，農民によっては豚の糞尿を施したカンショ

あり，普及上の問題となっている c

苗の植え付けから収穫までの期間は，低地では 5~6ヶ月，高地では 6~8ヶ月，山地では 7

スノ

l • ク
~/'-

~12ヶ月である(Bourke,1982)。低地では廿寺に収穫することが多いのは，マーケットに

が多いこと， による被害が高地よりも激しいことなどによると考えられる。

ソロモンでのカンショ栽培は，パプアニ上ーギニア とほぼ同様であり，円＼＼

盛土法による栽培は殆んどみられず畦立て式が多い。品種の多様性は少い。フィージ一

的な農業形態をとっている為に，カンショを中心とする自給自足農業はあまり見られず，機械化

され，化学肥料を用いた畦立て式の栽培法がとられる。

b) 収量水準

パプアニューギニアにおけるカンショの収量については，各地方での調査を集約したもの

39 に,]~ した。自給自足農園の場合での収量範囲は 5~25t/haであり， 25t/ha以上の収量は過大評

るとされている(Bourke,1982)。農業試験場の圃場での成績は，多収穫栽培試験では71t/ha
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マウンド

写真 26.パプアニューギニア高地におけるカンショの盛土栽培。上は挿苗直径。下は挿苗
マ対ンド

後 1ヶ月位。ひとつの盛土に数本の苗を挿し，品種は混在しており，マルチクロ ンの
マウシ、ド

形をとる。盛土内部には堆肥が埋めこんである。

写真 27. パプアニューギニアのラエの大学農学部農場での豚の飼育。カンショ収穫跡地の

茎葉を畑のままで食わしている。右側はタロの品種保存園。人物はパプアニコーギニア

大学の Gurnah教授。
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表39 パプアニューギニア各地域におけるカンショ収量

(Bourke, 19X2J 

地域名 (;t票高） 収量 出 典 備 考

、ヽ．F1‘ 
5
E
E
 

,'L≪ ガJ, 
、

/L
 

9
¥
 

Tsak谷(1500-1900m)

n (1900-2300m) 

11 (>2300m) 

Lai谷(1800m)

／）（｝｝）  

Lai谷上流(2100m)

I/ (I/)  

Enga地方(1500-1900m)

Ii (1900-2300m) 

;, (> 2'.JOOm) 

Wage谷上流(2650m)

〈シムブー県〉

Chimbu地方(<1900m)

11 (1900-2300m) 

Siane (1900m) 

〈サウスハイランド県〉

Tari盆地(1600m)

II (I/)  

I/ (16()().18()()m) 

Nembi高地(1650m)

＇、イースト J¥イランド県＼

L aman河(?)

/I (II) 

〈ウエストハイランド県〉

Mt. Hagen (1600m) 

JI (11) 

Kaugel (2200m) 

Oksapmin (1800m) 

＼マダン県〉

Simbai z日IT(BOO。1600m)

〈モロベ県〉

Snake河地方(1100m)

〈島嶼部）

Bougenville島(100m)

t/ha 

33.2-37.0 

31. 3-34. 9 

27.6-30.7 

20.9 Waddel(l972) 

17 .4 II 

15. 7 Meggitt(l958) 

ca. 10. 0 11 

22.4-25.0 
Bureau of Statistics 

(1967) 

21.2-23.6 II 

18. 6-20. 7 JI 

ca. 14.0 Wolt (1978) 

22.5-24.9 

24.0-26.6 

Burean of 

Statistics (1967) 

II 

II 

Bureau of 

Statistics (1967) 

I/ 

10.6 Salisbury (1962) 

11.2-11.3 Wood (1981) 

13. 1-13. 3 II 

5.4-8、5 // 

6.3 Bourke (unpubl.) 

11. 4 Boyd (1981) 

8.5 ii 

18. 4 Clarke (1977) 

9. 3 // 

23. 5 Bowers (1968) 

31. 1 Cape (1981) 

6.5 Rappaport (1968) 

12.2/8.5 Mitchel (1976) 

各々の

ーI‘ 

!、9

46週間

大型 Ii , 48週間

良質土壌，第 1作目

各々の土壌型平均

各々の土壌型，傾科地平均

）） 

月

1年当

各々の土壌型，傾斜地平均

/} 

推定値

沖積土壌

泥炭士壌

火山灰土壌

永年耕地，地力劣る畑

不耕起，草地上壌

耕起，草地土壌

良質土壌，休閑 8年後

劣悪土壌， 10~15年耕作地

河岸段丘

混作圃， 10週以上，全圃場

合計では15.5t/ha 

37.7-50.3 
Conroy & Bnidgland 

(1950) 

第 1作／第 5作，他はその中

間
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Manus島(100ml

。
?] a

 
c
 

Kamu合(1'10りm)

// (ii)  

(1700111?¥ 
＇ 

r
L
 

i
/
＇ 

(1981) 

Posp応il(1963) 

i、イモ疫戸昌

ショ

2
 

6

4

 

）， 
‘
/
 

谷閏の集約的耕作

五間0)休閑農広ア）園場

だ例がある

キ
4

i
~
~
~
 

示したが，力>ショか‘タロより

C) 

カンショ

となっている。

で

ぱオセアニア

増加による自

10~-30t/ha で虜，～゜

とされ一しし iる。

ヤ；"C,J斗
ヽ icふ 噂i為もあり，

ていることは明らかで克ろ。

られたネズミは

く，特に第 2

（休閑期間の短縮， 集約化な り'’ょ

ってし：る。

イ） 野ネズミ，

ネズミの害は甚大であり， を返してネズミを捕えるのが婦人，子供の

な動物蛋白瀞として消費される。豚は，飼豚，

野豚ともにカンシ~ ョに高い嗜好性を不すので，豚の多¥)地方ではカンソョ畑に棚を囲らすことが

多い。

ロ） アリモドキゾウムシ(Sweetpotato weevil, C.yclas fonniarius F.) 

における最大の害虫である。雨量の少い地方，乾燥する年などにみらる。幼虫が塊根内部

し，被害塊根は，食用は勿論，飼料用にもならない。強烈な異臭を放つからである。対策

としては他の作物に転換するしかない。

表40 パプアニューギニアにおける地下作物の収量

Bourke (1980) 

における
--" ~ —自給自足農業にお 一個いも重の

作 物 名 標準収鼠範囲 最高収菫 ける収量範囲 最高記録
＿← ・-・ 一ヤ— ヽー-~ ------・ ロ ・-・ ... ―---・ - -- - - -- - - - -

カンショ 10-30 t/ha 7L2 t/ha 6 -23 t/ha 9.5 郎

タロ (Colorasia) 4 -10 17 6 :3~3s 10鼠()

タロ (Xmzthosoma) 20-25 38 0 3 7 

タロ (Alocasia) 40.0 

タロ (C_vrtospcrm) 12-48 48 .1 13.0 

ヤム(escu!cnta) 20・50 74.0 10-21 6.0 

ヤム(alata) 15 31.1 16 63.6 

ウイングビーン 1 3 11.8 6 -12 

カッサ iゞ 20-45 63.7 11.9 

／ゞ レイショ 20~35 56.3 1.8 
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写真 28. ソロモンの DodoCreek Research Stationの応用毘虫学者 R.Mac'Farlane 

の家族。旧植民地で働〈ヨーロッパ系の技術者は現地人と結婚している人が殊の

い。この人達には人種的偏見はまったくない,,後進国の開発，経済的地位向上には

_cり様な人々が多〈かかわっている。

写真 29. カンショの最大の害虫3

アリモドキゾウムシ（ソロモンの DodoCreek Research Stationにて）

テングス病と :;;weetpotato little leafの2

の ス～ 3
 

~
 、し多

ある。ベ

トモ 戸

i/、）ヨコ／ゞ イ る Orosius

ソロモンり）カダルカナル

ある。

ト） 縮芽病(Leafscab、Elsinoe加仄a:;¥

）,"・マ- ) ‘’ 。しかし， ,戸,_,_上、 抵抗性の変異がか りあり，

はな＼

オセアニア ;JiC ヽ翠 ℃,‘ ） , なも])はアリ I' 

ゾウムシとマイコプラ o~lL する を え
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る えるしかなし五 ，オセアニデじ）タ '斗'ム，、 タカ ン’ヨ

えられつつある る。ニューブリテン ポートモ lL —"-- ソ

どであるが，カ ヨ って も ぃ,、- す 勺~'~、-- • r ' 

d〉

オセアニアにおけるカンショの用途は云うまでもなく ど り， ビの家

,-
¥、一

とな）てし；る。澱粉の抽出は殆人

されている。この場合は，

れてし〉な¥)。 も としてヨウサイと

強い，アントチアンを含まなし、9 ま訊てし〉

ヌ．
ふ>o

写真 30. ソロモンの DodoCreek Research Stationのカンショ圃場。マイコプラズム様

生物による被害が多い。人物は J.V. H. Jackson氏．

写真 31. カンショのマイコプラズム様生物による被害。（ソロモンの DodoCreek 

Research Stationにて）
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カンショは重要な主食作物のひとつである為に，現在の品種の栄養条件よりもさらにバランス

のよくとれた，例えば蛋白含鼠，ビタミン含量を高めた品種の栽培，または栽培条件による

などが試みられている。

iv) カンショ試験研究の現状

パプアニューギニ ソロモン，フィジー 3国を通じて，カンショ

為に，各国の政府の農業関係機関は沢山ある作物の中でも，

びとコである

カンショには力点を置いて

研究を進めている。この 3国の内では，パプアニューギニアがカンショに対してもっとも

である。自給自足農業の比重が他の 2国に比較して高いこと，さらに，カンンョの生産が地下作

物の内で最も多いことによる。表41のとおり，パプアニューギニアにおける

表41 パプアニューギニアの地下作物生産と圃場試験数

(Bourke, 1980) 

作 物 名

カンショ

タロ (Colocasia)

タロ (Xanthosoma)

タロ (Alocasia)

タロ (Cyrtosperrn)

ヤム(esculenta)¥ 

ヤム(alata) J 

ウイングビーン

カッサバ

｝ゞ レイショ

年間生産量
(t) 

1,223,000 

318,000 

149,000 

作面積
(ha) 

72.000 

18,000 

4,000 

圃場試験数

237,000 

53,000 

2.000 

7,000 

1,100 

900 

200 

5

3

6

3

0

1

2

5

3

6

6

 

3

2

1

3

6

 

ー

験の 5割近くがカンショに関するものである。ソロモン，フィジーでは主食作物としてはタロの

方が重要であること，プランテーション作物が農業の内に大きな比重を占めていることなどによ

り，研究の量は少い。しかし，パプアニューギニアでもカンショに関する試験研究と云っても，

栽培法に関する研究，農業システムに関する研究，家畜の飼料としての利用法に関する研究が主

であり，育種的な試験は，品種の収集，導入とその比較試験の段階に留まっており，積極的な意

味での品種改良事業はまだ始っていない。

a) 品種に関する試験

パプアニューギニアでは，約50品種を用いて11ヶ所での圃場試験を行い，収量，食味，縮芽病

およびアリモドキゾウムシ抵抗性，蛋白含量を検定し，国内の奨励品種を地帯ごとに表42の様に

決めている。カンショ塊根の蛋白含量は，国民栄養上，また，家畜の飼養効率から云っても，味

を損わずに少しでも高いことが望まれている。在来品種の蛋白含量検定の結果，大きな品種間差

異があり (Heywoodand N akikus, 1981), また，窒素質肥料によって大きく変動することが知ら
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表42 バプアー ギニア カンシ 98こ， 1 982 , Kurka, l 982) 
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員.i 

低地の雨量の多い地帯に適し

(Lowlands Agricultural 

Stationの選定

れている(Kimber,

Agriculture (IIT A), 

からの導入は食ナイジェリヤJ)International Iustitute of Tropical 

待しているのであるが，あまり思わしくなく，

の

のもの

く，

ペルーなどから試みて t;'JC

なし〉。 IITAか したものは，国

ものは耐霜性を期

軟質であるも

して高地で高収量

評価にも熱心であり，

Highland Province)のアイユラ

けられて t)る0 まだ，

ている()

(Aiyura)にある

とって中央高地

b) 肥料試験

Stationでは IBPGRの調査基準にのつ

うとしている。

れてきたが，そ どは

高地における

まちであった CJ枯渇し

により反応がまち

はカリの施用効果が大きく，窒
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写真 32, パプアニューギニアの HighlandsAgricultural Experiment Stationのカンソョ

奨励品種の展示圃。

ょii 
堆肥など

てt)る。

C) 

大き

9

-

9
ン
J

らかになっている。

めた

に大き p ことなどを明らかにして(,る。

）
 

"
―
-
ャ

，
 

，
 

‘,9r 
こ

，
 

4
4
 

9

9

 

には10,000~100,000個体/haま

コーヒー/¥ル

ることをボし

は顕著であること

は少い。栽植密度は屑塊根まで含

あり， しレ
J

ての栽培の際は考慮すべき問題であるが， lOOgr以［の食用または，市場価値のある塊根収量に

いては殆んど差がないことを明らかこしている。除草剤，主としてグラモキソンの施用効果試験

るとしており (Jamieson,1968), 開花数の

最大の時期が塊恨収量が最大に逹した時期てあるとしている。収穫法として，一時に収穫する方

法と，高地の農民達の伝統的な方法である，肥大した塊根のみを収穫してゆく 'progressive

harvesting'を比較すると， 1日当りの塊根生産量は同じであると結論されている(Kimber,1970; 

Rose, 1979)。その他，植付け期に関する試験も各地で行われている 3

d) 貯蔵法試験

埋土貯蔵(Cramp)法により，低地では30日，高地 (2,::l50m)では50日迄の貯蔵が可能であるこ

とが明らかにされてl'る。

e) 病虫害試験

殺菌剤の施用試験，ネマトークダによる に関する

Highland Province)で行われており，また，マイコプラズ

る。病害虫に対する抵抗性の品種間差異の検定は，

どが南部高地県(Southern

も広く行われてい

に重要病害虫に関

して行われている。
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圃場の均一性，休閑期間の適正さなどを知る

として用し＼ら1している。まだ， 'kaukaurice'と呼ばれるカンショ

作されてしふる(Thomas,1981)。これはカンショの乾燥切干をひぎ割りにしたもい）であり，

地の『ロカこは了＾豆）'kaukaurice'口産lOtO)工場が燥業している(DPI,1977)。しかし，

した食品とは云えない。パプアニューギニアの様に，高温であっても名

プロセシングに多大の労力と時間を要し，またコムギ，コメに比較してカンンヨ

の

ビター

る為である。その他には，家畜への飼料としての試験， トリプシンイン

ポートモレスビー周辺の灌漑利用によるカンショ作の試験が行われている。

プアニューギニアでは行われているが，現在，重要な課題として，ア

リモトキゾウムシ耐性品種，マイコプラズム様生物による littleleaf病抵抗性品種の選抜，

の

としてカンシ

iし，

による作付体系 に力点がおかれている。パプアニューギニアにお t)ても，都市人口

と広う悩みを抱えでおり， におけるカンショ

急に計らねばならなし[召階に来て~いる。ま t:::., 夕口'ヤム

とその商品作物化を早

カンショ

によって急速に置き換られつつある現在， を中心として，カンショに関する試験研

究を る動きがある。カンショ作に限

その中心になるべきであり，その様な国は

るが，カンショが

らく/¥プアニューギニア-・信国のみであろう。

カンショ作の諸々の条件から考えて，埒来0)為に交配育種を中心にしてカンショに関する研究を

国家事業として組織的に行うべき段階に既に来ているにかかわらず，その具体的な計画はまだな

し‘ 。

ソロモン，フィージーでは｀国内におけるカンショの重要性から云って，パプアニューギニア

における試験研究程進んていない。品種の収集と，生産jJ検定試験，若干0)肥料試験および作季

別試験の程度に留っている。在来品種の調査，保存も併せて行われている。

V) 遺伝資源

パプ］ニューギニア，ソロモ/, フィージー 3国とも，農業関係者はいずれも，古い在来品種

が急速に失われつつあることを意識しており，機会のある度に，収集，保存を計っている。しか

し，資金不足と人員不足により，収集品種の保存栽培，調査基準にのっとった評価などが思うに

られない状況である。 FAO, IBPGR, CAB (Commonwealth Agriculture Bureau), SDA 

(Swedish Development Aid), SPC (South Pacific Commission)などの国際機関の資金援助に

よって，これらの国の在来品種の具体的収集事業には予算的裏付けがなされるが，以後の維持保

存，評価の仕事にはその裏付けがない為に，せっかく農業試験場や大学農学部に集められた貴重

な材料が再び散逸すると云うことを繰り返している場合が多い。特に，収集した品種を材料とし

て積極的な研究プロジェクトがない限り，収集品種は消滅してしまう場合が殆んどである。遺伝

資源の枯渇が叫ばれている折りから，何らかの対策が必要であろう。カンショの遺伝資源として

の保存は表43のとおり，ペプアニューギニアでは 3ヶ所の農業試験場で収集保存されている。中・
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表43 パプアニューギニア，ソロモン，フィジーにおけるカンショ品種保存の現状

名Li 
rー，

機 関 名
保存品 収集の対象

種数 こした地域
責任者 備 若

ア LalokiPlant Quaran-

tirn, and Horticultural 

Station, Department of 50 

Primary Industry (Port 

Moresby) 

Highland Agricultural 

Experiment Station, 

Department of 

Primary Industry 

(Kainantu, East 

Highland Province) 

G. King 

パプアニューギ

700* ニア高地，ナイ R, M, Bourke 

ジェリヤ(IITA)

白

品種を探索中

IBPGRの調

査基準により

整理中

Kuk Agricultural 

Research Station 

Department of 

Primary Industry (Mt. 

Hagen, West Highland 

Province) 

ソ ロ モン DodoCreek Research 

Station, Ministry of 

Home Affairs and 

National Development 

(Honiara, Guadalcanal) 

Dala Agricutural 

Station, Ministry of 

Home Affairs and 

National Development 

(Dala. Malaita) 

40 

25 

パプアニューギ

ニア南部高地
M. Gunter 

G. V. H. 
ソロモン，ナイ

ジェリヤ(IITA)
Jackson 

D. Wagatora 

140* 

アリモドキゾ

ウムシ抵抗性

ソロモン，主と

してガダルカナ
G. V. H. 

ル島，マライタ
Jackson 

島産
B. Kwanatia 

フィシ'- Dobuilevu Reseach 

Station, Ministry of 

Agriculture and 

Fisheries (Dobuievu, 

Viti Levu) 

＊収集品種点数であり，同-. 品種が重複している可能性がある。

30 
フィジー，丙サ

モア
R. Pratap 
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33. Agricultura I Experiment Stationの力／ンョ

地域別に別けて栽培維持しており，約700品種が集められている

3月るソロモンの Dala

されている。左： G. V H曇 Jackson

Stationにおけるカンショ品種保存園。約140品種が維持

: M. Z. Patel 右筆者。

9‘ ンヽ‘r 

ヽ
3

され，約400年間ほぼ

に

ことである

けられて

ると考えられる。

ニア0)

あったと云える。 ,000とも

これは受け入

すれば1/3程度の

’ comnr.)。従って g

ったことなどに

ものは ぎ 閏 し されたものな

はさらに

けて収集した

まiして
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